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東京消防出初式

（昭和38年度出初手

一せいに放水される

東京消防庁の年頭のこのデモンス卜レーションは，年々多彩となり，均整のとれ

たハシゴ車上の曲芸，見事なチームワークを見せる消火演習など，都民の楽しみ

の！つである。



消防自動車のパレード

放水もおわりホースを切りはなす消防士たち
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（除、雪で埋もれる河JllJ

豪 雪 と消防

谷 ＼ 口

秋はいよいよ深く，野山の色彩は一段と風情

をそえて来ましたが，冷気ひとしお身にしみる

ようになり，ついて‘木枯し，冬近しの感がし、たし

ます。北陸地方の冬は忘れもしない白魔の訪れ

が憂慮されます。これについては本年日本雪害

！と上最大といわれる 「三八 ・一豪・：可」が記録さ

れま したが，その被害も北陸，山陰，奥丹後を中

心に東北，九州にまでおよんだことは衆知のと

おりであります。なかんずく北陸地方福井地区

は百年以来の豪雪にして，その降雪，積雪量は

想像外でありましたが，この未曾有の豪雪を身

をもって体験するとともに消防の総力をあげて，

火災，なだれ，融雪洪水など積層した災害に対

処した状況をここにかかげる機会を得ましたの

で，いささかでも将来の不測の災害についての

対策研究の糧になるならば幸いと思います。

1. 豪雪の気象経過

12月の暖冬気味気候も昨年末 30日発達した

低気圧の本土通過によって冬型の気圧配置が顕

著となり，寒波がおそい，この気候にも終止符

が打たれるにおよび終わりにこの時の降雪が根

雪となった。明けて 1月5日ころから低気圧が

日本海に接近し北，西の強風が吹きまくり， 6日

には北陸沿岸一帯に小山のような高潮が押し寄
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栄

せ越前岬では瞬時にして 6人の犠牲者を出す悲

惨な事故が発生した。この低気圧の裏側には非

常に冷たし、空気があって裏日本付近に流れこみ

大雪の前ぶれとなった。 1月11日今冬3回目

の寒波に伴う低気圧が日本海を発達しながら東

進して来た。このため南西にのび、る前線が日本

海沿岸にのびて，福井地区は大雪の恐れが増大

した。 14日4回目の寒波を伴った前線が日本海

を南下しはじめるにおよび，強風，大雪の危険が

噌し， 15日夜からさらに大雪気配を濃厚にし，

16日朝までの県下の新積雪高は平野部 30cm,

山沿地 40～50cmkこ達して，lOmの強い風が

吹き脆吹雪となり，交通機関はこのころより大

混乱となった。

大雪は 16日も止まず 17日もなお降り続き

17日朝の積雪は福井 99，大野 172，敦賀 86cm

となった。18日日本海の中部にある低気圧が

発達しながら東進し，通過後季節風が強くなる

公算が大となり， 19日さらに大雪状況となっ

て，午後から 20日朝まで降り続いた。

1月 20日ころパイカル湖付近に達したこの

冬最大の非常に冷たい空気は南下を続け，22日

元満州の南部に達したが，このころ黄海に現わ

れた低気圧は21日未明山陰沖に進み猛烈に発達

して台風並となり福井地方に風が強く s この低



気圧の通過後大陸の寒気が流入し気温が下が り

始めた。季節風は 22日も続き，また石JII，富

山方面で大雪を降らせていた北陸沿岸の前線が

南下し始め高層の非常に冷たし、空気の接近と相

まって福井地方は 23日午後9時ころから猛烈

な吹雪を伴った大雪となり，交通機関は最悪の

状態となって， 一切の交通はストジプするに至

った。

いっぽう大陸から南下した高層の非常に冷た

い空気は， 22日ころからゆっくり東進し，ま

た北陸前線も活発となって大雪は 26日ころま

で続き，この間 24日勝山市， 26日には美山

村でなだれが発生し 21名の犠牲者を出した。

27日から 28にかけて本邦付近の上層の寒気

がやや弱まり，冬型の気圧配置もゆるみ雪は小

降りとなったが， 28日朝

の積雪高は 206cmで福井

気象台創設以来の記録に肉

迫した。この日は6日ぶり

に雪の切れ間が出て小康を
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20cmの新雪があった。月を通じての平均気温

は低かったが，日照は平年並となった。福井気

象台の観測積雪は3月 20日はじめて零となっ

た。なおなだれ注意報は4月16日80日ぶりに

解除された。

参考までに北陸各県の最多期の積雪量は次表

のとおりであるが，また当地の雪は非常に重い

のが特徴で，その密度は北海道0.1に対し福井

では 0.3,4日ほど経てば0.4～0.5になる。重

さに換算すれば，積雪 lm~こ対し 1 m2 tこり北

海道 330kg，東北 360kg，福井 400kgにおよ

ぶとされているので，除雪の困難さと，交通関

係，建築物，工作物などの積雪荷重，融雪洪水

なと’多様にわたって非常に不利な条件が積層し

たわけて、ある。

北陸地方各気象台発；！（の積雪状況

一一一 泊井

一一 金沢

ーーー富山

して日本海に流れこみ，

29日再び降雪がおお目に

cm月20日2122232425262728293031o/1 2 3 4 5 6 7 8 9 

－ 月日

なり出した。

寒気の本体は 30日朝鮮北部に達し，朝から

雪が強くなり始め，北陸方面の不連続線の走り

により 31日朝の積雪高平野部で 213cmを記

録し，ついに気象台創設以前の嘉永6年につぐ

世紀の豪雪となった。

その後ようやくにして小降り状態となり， 2

月1日には上層の寒気は弱くなり冬型気圧配置

もゆるんだが，相次ぐ豪雪のため県下の交通機

関一切が1月 23日以来完全ストップ状態が引

き続いた。

このような 1月の記録的な豪雪は2月上旬に

ようやく峠を越したかの感じで，10日には移動

性高気圧におおわれ昨年 12月 28日以来 44日

ぶりに太陽の陽光がはじめて見られた。しかし

その後も大陸の高気圧が北偏して現われ，時々

気圧の谷が通ることが多かったので，数度 10～

瞥報など

大雪警報，注意報など

風雪注意報

強風注意報

波浪注意報

なだれ注意報

電線着雪注意報

12回

13回

2回

29回

10回

4回

2.消防情勢

このように長期間降雪の大雪，強く降る強雪

とかね合わせて豪雪下において交通，通信，生産

物資，食糧物資などの社絶まひは心理的な驚異

を大にしたが，一方消防上は 23日以来の猛吹

雪によって国道県道上の自動車の珠数つなぎ状

態の立往上，しかもこれらが雪中に埋もれる有

様にして消防活動も機能が発揮できず，また水

利なども一切が勺中に埋没した。その後 27日
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ころ一時的に天候の小康を得たが主要幹線道路

といえども踏み固められた雪が約 lOOcm，他の

道路は屋根の除雪により平家建屋根高に達し，

かろうじて人1人が歩ける程度で雪そりさえひ

くことができない有様で水利施設の確保は到底

期しがたい状態となった。

また駅前の唯一の目ぬき道路でさえ局部的な

雪塊のため強行した緊急車も一度雪の壁に突込

むと走行不能となるなど，まったく絶望的な状

態が続くこととなった。

さて 23日からの記録的な大雪後は交通，通

信など諸機関の まひによ り， 16万市民を擁す

る福井市を終に陸の弧島と化し，幾多の火災ゃ

なだれ， 家屋倒壊その他直接間接な雪害を続出

するにおよんだのである。

ふ

除雪により屋棋にたする

• 字
持ミ

写真 2

出入口が全部ふさがれた状況（仲見世通り〉

ける機業場火災で全焼3棟半焼2棟， 焼失面積

延 1,239m2および2月18日積雪 128cmにお

ける学校火災全焼3棟であり，いずれも消防機

能の発療できないことに大きく基因している。

2・2救急

1月40件， 2月24件， 3月26件で交通事故は

ほとんどなく ，急病人などが多L、。これに対し，

積雪のため現場に救急車の出動不能の区域はジ

ープ車または人力搬送を行なうなど相当の困難

写真 3

2・ 1 火 災

特に大きな火災は 1月 22日積雪 95cmにお
第 2表

計
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f生に相過したことは余儀なきしだいである。

2・3 家屋倒壊

屋根の雪おろしは一戸平均4～5回実施の止

むなき状態におかれ，これが除雪し切れず倒壊

または損接したものが続出した。

2・4 なだれ

26カ所，これによる家屋損壊6戸，り災人員

20名，避難世帯 29，人員107人，避難勧告世

帯数 45，人員 170人

2・5死傷者

死者 l，重傷.4，軽傷， I，いずれもr_t;;・中埋没

圧死，什折など。

2・6い っ水
12カ所，浸水 48戸

2・7 その他

水道給水設備破損，消火栓など 19件，給水

管など破損 1,310件

3. 消防態勢

消防機関としては 1月 11日より本部（本署〉

および 11の分遣所の増強配置などを行ない，

非常警戒にあたり，雪害情報収集ならびに火災

予防と活動態勢に万全を期した。一方市におい

ては，交通機関などのまひ，なだれ，家屋倒壊

などの 雪害の続出による非常事態に対して 24

日早朝 「市雪害対策本部」を緊急設置し，本格

的な活動を開始することとなった。

3・1 出動態勢の確立

道路交通状況の悪化などにより消防活動につ

いてはま．ことに陥たんたる実状であるため，連

日全署員の特別勤務により署，所配置人員の橋

格下

写真 5 雪そり小型動力ポンプ。の搬送

強をはかり，署を基点としてまず三方向の幹線

道路の強行出動と水利確保および雪害対策の情

報機能の確立をもって対処した。

3・2 消防団員の召集

箸において消防団幹部会を緊急召集し，未曾

有の非常事態に全員一致協力することを決議す

るとともに，特消隊の分il1所への協力配置と分

団員の出動体11111を確保した。

3・3 機械器具などの配備

ア 雪そり搬送小型動力ポンプを分散配置した。

イ 消火栓直結放水用としてホースなどを重点

配置した。

ウ 第 1出動車両は四輪駆動のものとし，スノ

ーボートおよび雪そり搬送小型動力ポンプ

を積載した。

エ i差・配電線などによる災害の緊急措置用と

して，絶縁手袋，鉄線ハサミその他除雪用

スコップの準備も万端ととのえた。

3・4 特別救助隊の編成

なだれ，家屋倒壊，雪中埋没者，その他災害

救助のため2カ分隊と編成し，装備は軽便なも

のを選定した（装備一一リュックサック，ヘッ

ドランプ，カンジキ（雪上歩行用〉，ロープ，軽

携帯食，スコップ，薬品など）

3・4 市民の協力態勢

市街地道路の古は匡根まで達して，市民は連

日の屋恨の除雪に疲れはて，また雪の捨場もな

い有様で，到底道路の除雪は機械カを以てして

も至難の状態であったが，IUJ内ごとにらくだの

背のような雪道をせめて 1人で・も楽に歩けるよ

うに平担にすること，および火災の場合，消火

2雰

鳴唯l 
d吃怠

議

ヲら

' ~， 

写真 6 町内の協力（消火栓の目印）
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栓に目印しをなし， 一致協力掘り出すなどの協

力態勢をととのえた。

4.活動状況

火災，救急，家屋倒嬢，なだれその他災害に

出動する とともに，事前の予防警戒などにも出

動し，全力を傾倒した。これら災害防圧に対し

ての計画出動は消防署員，消防団員が一致協力

のもとに敢行したので司あるが，その主な事項は

つぎのとおりである。

(1) 消防の全力をあげて述日消火栓，貯水

そうなどの水利確保と赤旗標示（目印）につと

めた。

(2) 要媛護者宅の状況調査，ならびに屋恨

の除雪など救援にあたる。（救援戸数 29)

(3) なだれ危険カ所の調査，ならびに救暖，

避難勧告にあたる。またこれとともに，特別救

援隊の出動はますます地大したほか特になだれ

災害は相当多人数の救援を要し，またその防雪

工法は相当の技巧を要し，困難をともなった。

(4) 連日雪害および道路交通状況などの調

査に当たったが，降雪もようやく小康を得た2

月過ぎにおいても，救援物資その他非常運送の

トラックが 1台エンコすれば， 1,000台以上同

一幹線道路に数時間立往生することがあり，依

然として消防活動は困難を統けたので，これら

の状況調査にも迫られた。

(5) 市街地の融雪浸水防止のため，主要通

写真 7 向動車輸の埋没
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路を延長 3.5kmにわたり，全消防機関をあげ

て除雪した。

(6) 特に救援物資を得るためにも国鉄の開

通は唯一の重要案件にして，このため国鉄福井

駅を中心とする沿線の除雪に消防団の協力派遣

を行なった。

(7) 庁舎ならびにその付近，水防小屋など

の消防関係施設の除雪

(8) 通水路への雪すて制限

(9) プロパン，危険物の取扱制限およびた

き火の制限

5. 豪雪下の火災危険

このような豪雪により消防活動は全面的にそ

の機能が発揮できず，次々と隣接する建物の軒

先などより延焼し，さらに火は屋内にこもって”

火はノレツボと化し，消防活動の困難性もあって

大火となるおそれがきわめて大である。このた

め瞥火心の昂揚こそその要諦でありこれに対し

全力を傾注した。そして市民もこのことに関し

ては痛切に考えるようになり，火の用心につと

めたはずであるが，なおかつ豪雪下においては

いろいろ予測しない火災その他の危険が続発し

たことは，あまりにも皮肉であり寒心事に堪え

ないしだいである。

5・ 1 プロパンおよび燃料油など

（ア〉 各業者の貯蔵所との交通と絶により市街

地の最寄りの薪炭など燃料店あるいは給油取扱

所，事務所において生活必需の

プロパンや灯油燃料などを詰替

え販売し，またタンクロ ーリーを

強行運行できた場合は直接各家

庭から持ち寄った小かんやひ．んに

詰替えして引き渡すなどの非常手

段となってあらわれた。そして業

者の配達不能のため需要者側にお

ける雪上のひきずり搬送あるいは

プロパンボンベの家人による取り

替え，ブタン使用による異常燃

焼，灯油とガソリンの混合など幾

多の危険が増大した。

（イ） また後日底をついたこれら



燃焼の救媛自動車がエンコ して積物を店主置する

ことも多く ，なかには漏えいしたりタンクロー

リーが転覆したり した。

（ウ） 貯蔵所の送油管が折損したり，ガソリン

が通水路一杯に流れたりしたのはその主な例て・

ある。

5・2 都市ガスなど

凍結と積雪荷重あるいは除雪用フ’ルドーザー

の震動などによりガス管が破損してガスが漏出

し，建物周辺の積雪により爆鳴気を作る危険が

増大した。漏出カ所は 328件にもおよび，特に

危険なところは火気制限，換気その他瞥戒に署

員が出向した。なお漏れたガスが下水口から浴

室に充満し，入浴中に中毒した者2名も出た。

5・3 電気配線

電線の着雪，屋根からの雪の落下などによる

屋外配線の混線（ヲ｜き込み線 ・配電線など）に

よる短絡や断線による漏電火災，感電事故の続

出，なおテレビアンテナ（屋根上数メートノレ）

の倒嬢による配電線接触のため同時2軒の屋根 ．

から出火した例もあるが，これら電気事故の取

り扱件数は昼夜を問わず 200件を上回った。

5・4その他

（ア） ネオン管灯 雪による漏えい放電な

どのため早くからネオン管灯の使用を禁止した

が，なおかつ出火事故が出た。

（イ） 電停による間接的危険 市街地の配

電線の大きな故障は 30回線，需要家引き込み

線故障 400件にのぼり，それぞれ停電の場合の

灯火その他間接的な危険があった。

（ウ〉 煙突の破損など 数が多く統計不能

の状態にしてやはり出火が多い。

写真 8道路横断ネオンアーチもじゃまとなった

写真 9 アーケード下の除雪風景（新栄商店街）

（エ〉 石油ストーブなど 石油コンロ，同

ストープなどの 一号灯油の在庫がなくなり二

号灯油さえ底をつく有様で，相当燃料油の質低

、
令‘ 、
＼＼九ラキ .. 

' ． 

...ゆ,J、鳴か
〆

、議論4

￥ 

ち4岡崎輔〆可、什

告、．

‘ 
写真 10 洪水防止の堀割り作業
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下のものも使用せざるを得なく ，ガソリンを混

合したり，器具の不正調整などによる異常燃焼

による出火が出た。

6. 広報など

以上のように出火危険がつぎつぎと現出し，

また出火事実となってあらわれるなどにより，

いちいち器具が出向処置し，あるいは巡回を密

に行なうなど大童となったが，火災予防につい

ての広報には特に重点をおき，防火委員会と提

携して一般市民の特別協力を求めたが，ラジオ，

テレビ，新聞などで連日報道したほか，市対策

本部広報とも連係実施するとともに，各lllf内へ

の急告ピラの配布，町内防火班に対する協力を

積極的に行なった。

7. その後の問題点

1. 2 月 10 日にいたり降＇:!c~の小燥を得て県

市協調，自衛隊その他各方面の絶大な損以Jによ

り人力， 機械力合わせて主要幹線の除Ii~こ当た

り，また町内一斉除雪運動も夫’施して漸次交通，

生活などの回復が促進された。しかしながら豪

雪禍のあとにつづいた脅威は “なだれ” と“制！

雪洪水”であった。このなだ れは気温の高い

日，雨の日があぶなく，特に“大南風”“春の

あらし”などと呼ばれる強い南風が吹くと きは

気温が上昇するため “なロれ”が発生する。し

たがって 3月いっぱいにかけて発生したなだれ

のほとんどは底なだれで，気温とともにさ｛はさ

らに重くなって地面との接触商が溶け出すと発

生するのである。

また融雪洪水も同様で，当時の積雪を降水量；

に換算すると 500mmというJ異常性であり，こ
の面の非常整備態勢は依然として続いた。

2. 豪雪下の火災予防と聖子戒の諸問題などす

べて異常対策を余儀なくされ，また融雪対策も

恒久化をのぞまれることなどから，機動力に雪

上車ポンプ， 小型動力ポンプ，災害の情報機能

- 8 -

に無線，除雪に機械力などその備えに幾多のこ

とが望まれる。

3. 長期にわたる交通まひにより市民生活の

不安と，産業経済などのかく乱など焦そうは口

にあまるものがあり，連日の除雪に疲労因ぱい

の極に達したの感があり，人心はすさんで，ふ

んまんはややもすれば当事者側への不当な非難

ともなるので，この時における火災予防の広報

についても余ほど考えなければならなし、。常に

安心と人心をやわらげること，ならびに献身的

に身を挺してこそはじめて協力が生まれること

が体験された。

4. 雪害のほか，し尿の処理，じんあいの廃

来，急患の発生措置，食糧の確保などの日常生

活面に大事な問題もからみ，雪害に伴う間接的

な面もあらわれた。かかる事態においてひたす

ら職務逐行のため連日非番勤務の消防職員への

重荷は，それ以上に倍加されたことは当然で，

家屋の除雪，浸水などの自宅処置はもっぱら妻

子にゆだね，毎日毎日の災害に明け暮れたわけ

である。とかくニュースなど報道はトピックニ

ュースだけをとらえ，その活動も誇大にとり上

げられる感があり，いわゆる不眠不休の活動を

続けている消防機関，その他絶えざる縁の下の

力持ち的努力が評価されないことは否めない事

実である。しかしながら黙々として絶えること

なく ，つねに不在＼ljの積層する災害と取り組み，

ひたすら自我を没却して献身する努力こそ市民

への信顧と協力を得る素因であることがこのた

びの未曾有の豪雪災害から得られたもっとも貴

重な体験であったと確信される。

また福井は戦災，震災や水害そして本年の豪

雪’など古今未曾有の災害に相遇したわけて・ある

が，将来いかなる災害にあっても消防対策につ

いては，かかる全職員の一致協力と気慨が立派

に逐行して行けるだろうということを確信する

次第である。

（筆-0 福Jl市消防長〕
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石油ストーブは，経済的で便利な暖房器具と

して，近年著しく普及してまいりまして，今年

もまた美しいデザインのものが数多く店頭をか

ざり，暖房器具の花形として広く一般家庭，事

業所などで使用されております。しかし石油ス

トーブは，その燃料として，火災危険が特に高い

ため危険物として法律上その貯蔵取り扱いにつ

いて，きびしい制限をうけている灯油を使用す

るものであるため7こ，近年石油ストーブの普及

につれて石油ストーブによる火災が第 1表に

示すように年々急激な増加を示しており，今年

の冬もさらに多くの火災の発生が心配されてい

る。

なお昭和 37年中の東京都内の暖房器具によ

る火災の統計は，第2表に示すとおりで，この

表からもわかるように石油ストーブは他の暖房

器具とは比較にならないほどの高い火災危険を

持っているものである。

石油ストーブも年々改善が加えられ，安全性

を増してきておりますが，何分石油ストーブが

大量に使用されるようになってからまだ日が浅

いため，火事の予防という点からみた場合，構

造上まだまだ検討を要する点が残されており，

いずれもその使用取り扱いをあやまれば，直ち

に火事になる危険性が大きく， 業者が盛に宜伝

しているような絶体安全なストープは，残念な

がら現在のところありません。

それでは，石油ストーブは，火災予防という

点からみた場合，特にどういう点に問題がある

かについて石油ストープによる火災の原因など

を検討しながら述べてみることとする。

1. 石油ストーブ火災の原因

昨年の冬（37年 10日から 38年4月まで〉に

第 1表
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第 2表 おける東京都内の石油

種 類 ｜件数 ストーブ火災の型式別
石油ストープ 493 原因分類は，第2表の
電気こたつ 84 とおりである。
炭こたつ 83 

心上下式は転倒，落ガスストープ 45 

薪石炭ストープ 38 差式は異常燃焼がもっ
炭 火 鉢 34 とも多い原因となって
電気ストープ 27 

いる。なお落差式スト

ープは使用されている数が，心上下式にくらべ

て非常に少ないにもかかわらず，火事の件数が

心上下式ストープより多いことは，特に注目の

要がある。

第 3褒

転 奥 使 接 給 破 生 使 予 そ
炎 油 損 '}f 用

熱燃料常 用 接 時 構
ス 燃

計 の 料 の
燃 触 の 造 の

....... 
不 漏 の
号｜ 漏 不

え 不 ヲ火｜ 
倒 焼 適 火 油 良 L、適 他

落差式 266 29 93 49 26 26 30 6 7 

心上下式 224 102 7 17 46 37 8 2 5 

加圧式 65 2 8 11 6 8 22 8 

計 555 131 102 74 83 69 46 22 8 8 12 

)I債 位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③⑨  

2. 転倒

石油ストープをあやまって転倒させたために

出火したものが，石油ス トープによる火災の原

因の第1位をしめている。

落差式ストープは構造上製作面において種々

問題があり，加圧式ストープは取り扱い上難点

があるなどの理由から心上下式ストープが現在

市販品のほとんど大部分をしめ，しかもそのな

かで、も対流式のものが多く使用されているが，

メーカ側においてこの点について十分な配慮、が

なされてきていないことと，使用者側において

もその火災危険が正しく認識されていないため

にこのような結果が生じているわけである。転

倒による火災の防止という点からみた場合現在

市販されているスト ープは，つぎの諸点につい

てさらに改善の要が認められる。

2・ 1転倒防止

転倒による火事を防止するためには，石油ス

トーブを倒れにくいものにすることが絶対必要

一10一

である。メ 二カ側においてもこの点については

最近になって相当注意を払う ようになって来て

いるが，各社の今年の新製品でもまだまだ下完

全であって，大部分のメーカが製造基準および

検査基準としている JIS規格でも，ストーブを

30度傾斜したときに スト ープが転倒しないか

という 30度傾斜試験およびスト ープの上端を

ある力で、引張った場合，何キロの力で何センチ

ストープの上端を移動させるまでストープが転

倒しなし、かという引張転倒試験がなされている

のみであって，しかも今年唯一の新な転倒防止

対策と して JIS規格にとりいれられた引張転倒

試験の測定値の大小は必ずしも転倒に対するス

トーブの安定性を示し得ないという矛盾もさけ

られないものである。今年市販品の大部分を占

める JIS規格による新製品は，いずれも石油ス

トーブを静かに傾むけた場合または，静かに引

張った場合にのみ倒れにくいか否かの検査に合

格しているだけのものである。しかし，転倒に

よって火災となった事例を調査してみると転倒

の約 70% は人が石油スト ープのそばを通ると

きにつきあたるとか，つまずくとかまたは衣類

類のすそが石油スト ーブにひっかかりした場合

あるいは物が倒れるときにスト ーフeにあたった

など，いずれも衝撃によって転倒しているもの

である。したがって石油スト ーブの転倒による

事故を防止するためには，まず石油スト ーブが

人闘がつきあたったりまたは衣類の端をひっか

けた程度で・は転倒しないように十分衝撃に耐え

うるものでなければならないわけで－あって，こ

の点からすれば石油スト ーブの転倒についての

安定性をテス トするためには打倒試験などの衝

撃試験を衝撃試験を絶体やらなければならない

こととなる。

なお石油スト ーブの転倒防止の点から安全性

を増すためにはつぎのような点に改善を加える

必要がある。

( 1 ) スト ープの重心をなるべく低くするこ

と。

(2) スト ープの敷台をなるべく大きくし，

ストーブが転倒しようとするときの支点を重心

間の距離をなるべく大きくすること。



(3) ストーブを数台に固定または取り付け

るようにし，スト ープが敷台より簡単にはずれ

ないようにすること。

(4) ストープの敷台の端を引張転倒試験値

を増大するために第1図Aに示すような形にし

A ／＼ 

日 ／ 
第 1図

てあるものがあるが，衝撃による転倒防止のた

めには，きわめて危険であるので，同図Bに示

すような形として，ストープが衝撃をうけた場

合でも敷台の端が畳などにひっかからないで数

台ごとストーブが移動することができるように

すべきである。

(5) 石油スト ープの外周部には，衣類など

のひっかかりやすい突出部を設けないこと。

2・2 漏えい油量

石油ストーブを転倒した場合の火災防止のた

めにつぎにたいせつなことは，転倒した場合に

スト ープから漏えいする油の量が少ないことが

必要である。イギリスの SB規格では落差式の

石油スト ープについて転倒した場合 15秒間の

漏えい油量が 50ml以下でなければならないと

されているが，圏内製品は到底その数値におよ

ばず，今年の製品の大部分の基準となっている

_JIS規格でも最大 800gまで認められ検査合格

品として市販されており，まだまだ改善の余地

が多分に残されており，少なくとも落差式スト

ープで 50g以下，心上下式ストーブで lOOg以

下ぐらいまで、は製品の安全性は高めたいもので

ある。

2・3 転倒着火

転倒による火災を防止するためにはさらにた

いせつなことは，スト ーフーを転倒した場合で、も

．漏えし、した油に着火しないことである。

この点については，今年の新製品でも自動消

火装置のついているもの以外はほとんどすべて

がきわめて不完全であって，転倒した場合漏え

い油に絶体着火しないことは急には実現し得な

くとも，石油ス トープを転倒する場合は，多くの

場合，人もいっしょに倒れるので，スト ープを倒

した人がまず起き上がって身体的に立ち直り，

さらにストープを起こさなければならないと気

がつく ，すなわち精神的にも立ち直るまで人が

素手で、倒れたストープを起こしうる状態にスト

ープがあることすなわち石油スト ープは転倒し

た場合でも 1分ぐらいは漏えい油に着火せず，

かつストーブの外部に炎がでないものでなけれ

ばならなし、。しかも現在の段階ではメ ーカの多

くは，このようにするためにどこをどのように

改善すべきかさえつかみ得ぬ状態であって，一

部業者が宣伝で実演するように冬期屋外のコン

クリートの床の上では転倒しても着火しないも

のでも，室温 20°c近い室内の畳の上で転倒す

れほとんどすべての石油ストーブは漏えい油に

着ば，火して火災となる。

なお石油ストーブを転倒すると自動的に消火

するよ うになっている自動消火装置付のものが

本年度は相当生産されているが，この自動消火

装置についても，方向性がかつてある方向に倒

した場合に確実に消火で・きるが，ある方向に倒

した場合は消火し得ないものもあり ，また自動

消火装置をセットする場合の一寸したずれによ

って，その装置が不動作となるものまたは高温

中で長期間使用した場合の機能の変化などにつ

いて保証し得たいものなど問題の残されている

ものが少なく，現在のところまだ完全な自動消

火装置の有無に関係なく，現在の石油ストープ

は転倒すれば火災になる危険性があるものと思

わなければならなし、。しかし現在のものでも，

自動消火装置のあるものは，そのないものにく

らべれば，数段まさっていることは事実であっ

て，よしんば，その確率が 70%であっても万

一転倒した場合であっても 7/10は消火される

可能性があるわけであって，石油ストープ火災

の第1位を占める転倒による火災防止のために， i

この自動消火装置の研究開発が今後の大きな問

題としてとりあげられなければならないものと

思われる。
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3. 異常燃焼

石油ストープによる火災原因の第2位を占め

る異常燃焼は，ほとんど落差式の場合である。

務差式のストープは，なんらかの理由によって

i1tt受阻の抗11直iが上昇すると， ；燃焼皿のほうに多

盆の油が流れて行くため，.＇：＇..＇ .、激に火面が上昇し，

または燃焼皿から着火したi怖があふれ出して火

事になるわけであって，託l1受皿の淵i面の上昇の

原因としてはつぎのようなことがあげられる。

( 1 ) タンク部分と燃焼筒部分の仕切の不完

全 タンパク部分を燃焼筒部分が完全に区画さ

れていないため，燃焼筒部分からタンク部分へ

の熱の移動をしゃ断することができず，タンク

の温度が上昇して，タンク内部の空気が膨張し

て油を押し出す。

(2) 風 燃焼筒部分の構造不備のため，燃

焼筒部分に風をうけた場合，燃焼筒内部の圧力

のパランスがとれず，炎が簡単に器具の底部な

どに噴出し，タンク部分を加熱してタンク内部

の空気を膨張させて，タンクの油を押し出す。

(3) 傾斜 落差式ストーブをタンク部分が

向くなるように傾斜させると，低くなった燃焼

血の方に油が多量に流れるため，異常燃焼をお

こす。

(4) 温度変化 冷たい場所にあった落差式

スト ープを急に暖かいへやに持ち込んだ場合ま

たは点火しない落差式ストープを西日のあた

るよう な場所においた場合などには，タンクの

祖度が上昇するため内部の空気が膨張して，タ

ンクの油を押し出して，油受血の池面が上昇す

るので，そのような状態になっているのに気が

つかずに弁を開L、て点火すると燃焼皿のほうに

急激に多量の油が流れて異常燃焼をおこす。

(5) 振動 石油ストープを持ちはこぶとき

などに，らんぼうに取り扱い振動を与えると，

タンクが振動されることによって中の泊が押し

出されて油受皿の油国が上昇する。

以上のような原因に対する対策として落差式

ストープについてもいろいろな改善が加えられ

ており，今年度の製品の多くは，つぎのような

改善がなされている。
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第 2図

（イ〉 タンク部分と：燃焼筒部分との仕切を定

全にし， タンク部分に簡単には熱が移動しない・

ようにする。

（ロ） 燃焼部分の機構を改善して風をうけた

場合でも燃焼筒内部の圧力のバランスがとれ，

外部に炎が噴出しにくくする。

（ハ） 旧型スト ープの油受皿は， 第2図Aに

示すような形になっているため，タンクなら少’

し余分な油が押し出されると簡単に泊受皿のf白

面がと昇ーするおそれがあったか今年度の製品の，

多くは，同図BUこ示すようにその形を改良する

ことにより，よしんばなんらかの理由によ って

タンクから余分の油が流れ出ても油受け皿の油i

商が急激には上昇しないような構造になってい

る。しかし，この方法も必ずしも完全なものと

は申しがたく，タンクから流出する泊の量があ

る一定量以下の場合には，この方法でも規制す

ることができるが，タングからの流出泊受が一

定以上となれば依然異常’燃焼をおこす危険が多

分に残されており，このような危険を排除する

ためには，同国Cに示すようにストーフーの外仮~

面に溢流油受けを取り付け，油受け皿の油面が

上昇し，危険な高さになった場合に余分な計，，を

温流油受けに導き，油受皿けの油面の高さを確

実に規制することができるようにすべきである。



今年度トの各社の新製品む油受け皿の油面の確

実な規制措置がなされているものはほとんどな

く，いずれもまだ異常燃焼の危険が残されてい

る。

4. 接炎・接触

石油ストーブの燃焼筒部分にカーテンがつり

さげであった衣類などが風に吹きょせられて接

触し着火したりまたは上方の棚などより可燃物

が落下して着火し，火災になっているがきわめ

て多く，石油ストープのそばでテレビをみてい

た子供のネグリジェに着火し，死亡している事

例もある。このような事故を防止するためには，

ガードの構造がきわめて重要なこととなるわけ

であるが，石油ストーブもともすればデザイン

の良否が重視され，メーカのなかにはこのよう

に重大なガードをあたかもアクセサリーのよう

に考えているのではないかと思われるものさえ

ある。

この点からみた場合，現在市販の石油スト ー

ブのガードは，さらに目を細くし，燃焼筒部分

に可燃物がはいりにくいよ うにすると ともに，

ガードの形なと．についても，たとえ上方から可

燃物が落下Lても，ガードにひっかからないよ

うにするなど細い注意を払って製作するように

すべきである。

5. 給油中の漏油

給油中に溢流した滋lに着火して火災となる事

例が相当多く，この点についてはメーカも相当

努力を払っており，給油口と油量計の凶係位置

給油口の口径，油量計の機能，給油器具などに

ついて改善が加えられてきている。しかし，油

量計の機能については，まだまだ改善を要する

ものが少なく，油量計の表示とタンク内の油量

の誤差がはなはだしく，使用者に油量計に対す

る不信感を与え，ひいては給油時の溢流事故の

最大の原因は，一升びんや石油かんなどから直

接給油することにあるのであって，一升びんや

石油かんで直接給油すると，よしんば漏斗を使

用しでも，注油を中止しようと思ってもすでに

漏斗に入ってしまった油はし、かにもしがたく，

溢流してしまうこととなるので，石油スト ープ

に給油するときには，必ず給油ポンプまたは給

油かんを使用しなければならなし、。給油ポンプ

給油かんはもちろんその流量がタンクの容量に

ふさわしいものであって，かっ，注油中何時で

もすぐに給油を中止することができるものでな

ければならない。今年度の製品でも，まだ給r111

ポンプを付けないで漏斗を付属品として市販し

ている石油ストープもあるが，そのようなス ト

ープのメーカの火災予防についての考え方につ

いて疑念がもたれる。

6. 構造不良

これまでのベた事項以外の石油ストープの構

造不良による火災原因として特に重要なことは

タンクの漏えい事故である。この点について現

在の市販品を検討するとつぎのような点が問題

としてのこる。

6・ 1 タンクの接合方法

タンク本体相互およびタンクと案内筒との接

合は，溶接，ろう付，二重巻締めなどの方法によ

るべきであるが，作業性などの関係で必ずしも

このよ うな方法によっていないものがあり特に

落差式のスト ーブのタングで第3図に示すよう

jド
二重巷紛れ ハセさ 力jメ

第 3図

なハゼ巻，カシメなどの簡単な方法で接合して

いるものが多くまた対流型の心上下式のストー

プでタンクの底部と案内筒の接合をスポッ ト溶

接にハンダ付けなどにしてあるものがあり この

ような接合部の不完全から漏えい事放を起こし，

落差式のストープにあっては，タンクの気密が

やぶれて泊が流れ出して異常燃焼を起こしてい

るものがあるが，これが対策として従来は写真

1に示すような漏れ試験を実施しているだけで

あったが，今年度の製品より心上下式，落差式

の器具のタンクについても写真2に示すような

- 13-



写真 1

写真 2

耐n:，試験を実施するとともに落下試験が実施さ
れている。しかし今年度の製品の大部分の製造

基準となっている JIS規格の耐圧試験圧力が

1. 5kgで2分間となっており，試験圧力が漏れ

試験圧力 （1kg）の 2倍にも達せず，時間も 2

分というきわめて短時間の試験であって，到底

十分な耐圧試験とは認めがたく，また落下試験

についても高さ 50cmのところより落下させ

た場合に接合部などに異常がなし、かなどについ

ての試験を行なっているようであるが，タンク

などを持ちはこぶ際洛下させるのは，タンクを

ぶらさけ．た状態で‘静かに落下させるということ

はむしろ少なく，多くの場合は，タンクを持ち

はこぶ際につまずいた りして，タンクを床に投

げつけるような状態で落下させている。したが

ってタンクの漏えい事故防止という点からすれ

ば，この落下試験も少なくとも lOOcm以上の

高さより落下させて行なうものでなければ十分

- 14一

写真 3

なものとはL、L、がたく，これらの点についても

今後さらに改善を要する点が残されている。

6・2 タンクと案内筒との接合方法
対流型心上下式ストーブのタンク底部と案内

筒との接合に作業性の関係でスポット溶接にハ

ンダ流しこみなどの工作法がとられているもの

があるが，この部分の接合不完全のため漏えい

事故をおこしているものがあり，これが対策と

して今年度の製品の大部分は前述のように漏れ

試験，耐圧試験，落下試験などが行なわれてい

るだけであるが，このような試験のみではこれ

らの接合部の漏えい事故を完全に防止すること

は不能であって， 2次的事故発生防止の点から

も，この接合部にハンダなどを使用しているも

のについては，ストーブの数分に多量の油をい

れて点火し，タンクを加熱した場合で・も漏えい

事故発生のおそれがなし、か否かについて写真 3
に示すような燃焼漏れ試験などを行なわなけれ

ば不完全である。

6・3 タンクと脚などの接合方法

タンクの漏えい事故防止という点からすれば，

タンクにはなるべく余分な接合部のないことが

のぞましく，特に常時油のはいっているタング

の正常油面以下の部分に脚などを取り付けるこ

とはさけるべきであるが，石油ストープもデザ

インなどが相当重視されるためか，これらの点

について無関心に製造されているものが少なく，

また多くはスポット溶接によって脚などを取り

付けているため，この接合方法の不完全から漏

えい事故をおこしているものがあるが，このよ



うな事故を防止する対策として今年度の製品の

多くは，前述のような漏れ試験，耐圧試験，なら

びにタンクの落下試験を行なっているがス トー

プを落下させる場合またはスト ープを引きずる

場合にタンクと脚の取り付け部にかかる荷重は

タンクだけでなく，スト ープ全体の荷重がかか

るはずである。したがってこのような事故防止

対策としては，タンクだけでなくストープ全体

について落下試験を行なわなければ無意味であ

る。

6・4 タンクの耐食処理
タンク内面の耐食処理は，タンクの漏えい事

故防止という点よりすれば，きわめて重要な事

項である。デザインの関係で外面塗装などには

相当カをいれているメーカでも外部より見えな

いタンク内面の耐食措置については不完全なも

のが少なく，パーカライジングのサピ止め措置

をしただけで・内商塗装もしていないものもある

が，サピ止めだけでは，タンクの接合部および

脚などの取り付け部の処理被膜がどうしても不

完全となりがちで，長期間使用中にそれらの部

分より腐食され漏えい事故の原因となるおそれ

のあるものがありまた内面塗装をしているもの

であっても塗装方法不完全のため，塩水噴霧試

験装置により検査すると発錆する不完全なもの

があるが，今年度の新製品もその大部分はこの

ような塩水噴霧試験はされていたい。

7. むすび

石油スト ープ火災の原因を検討し，それらの

原因と対比しながら今年度の市販の石油ス トー

ブの構造上の問題点について述べましたが，こ

れらの問題点については， もちろん今年度の

JIS規格の改正にあたり，消防庁ならびに使用

者側よりこれが対策を強く要望されたところで

あるが，現在の段階においてはメーカ側におい

て技術的に速急に解決し得ないもののまたは製

造時期などの関係で時間的に間にあわず今後の

問題として見送られたものであって，いずれも

今後大いに検討を加え，その改善をまたなけれ

ばならない問題である。

このように石油ストープは，よしんば本年度

の新製品であっても今後大いに検討を加え改善

してゆかなければならない問題が多々残されて

おり，一部の業者が宣伝しているような絶対安 ’

全な石油ストープは，現在の段階ではなく，い

ずれもその使用取り扱いをあやまれば直ちに火

災になる危険のあるので，その取り扱いについ

ては十分にご注意願いたい。

（書主者 東京消防庁予防部予防課〉

オートスライド

石油ストーブの安全な使い方

当協会では石油ストープにおける火災を

少なくするために，一般の方々にわかりや

すく解説した天然色オーストライド「石油

ス トーブの安全な使い方」を作成いたしま

した。

l 組の価格（送料不要）

シネ版（縦送りJ¥5,800 
フィルム￥4,600

ライカ版（横送り） ¥5,800 
録音テープ￥1,300 

1コマ版 ¥5,800 I 

このスライドを購入ご希望の方は下記のど

ちらかへお申し込み下さし、。

東京都千代田神田淡路町 2-9

社団法人日本損害保険協会 予防広報部

電話・東京（251)0141・5181（代表）

東京都中央区銀座7-1（ヤマトピル）

株式会社 ソニーオートスライドプロダク

ション

電話 ・東京（571) 6106 （代表）
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1. 台風と冬の低気圧の比較

板子一枚下が地獄の船にとって，冬の低気圧

は台風よりも悪質であると言えましょう。普通

に考えますと，台風の風や雨は他に比べものの

ないほどの破壊力をもっています。たしかにこ

の強大なうず巻に巻き込まれたら，小さな船は

もとより ，大きな船でもひっくり返ったり，真

2つに割れたりすることさえあるほどで，台風

は世界一大きな気象災害をもたらす悪魔の王様

にたとえられま しょう。しかし，魔王はさすが

に魔王らしく，堂々とやって来ます。はるか南

の海上にあるころから十分に発達して強大な暴

風雨閤をつくり ， 「俺はすごいんだぞ」と言わ

んばかりに威力を誇示しながら，堂々と 日本に

近づいて来ますから，いろいろな観測網はいち

早くこれをとらえてその状況をよく知ることが

できます。いよいよ日本に接近すると，報道関

係ではトップニュースでひん繁に情報を流して

くれますから，前も って準備をして避難するな

り，船の進路を変えるなり して， 台風をさける

ことはそう困難なことではありません。また台

風一過の秋晴と言われるように，台風がすぎ去

った後は天気が回復するのは早いのが普通で，

ほっと一息つくことができます。ところが，冬

の低気圧による風は，強くなると風速 30mか

ら 40m，たまにはそれ以上になって，中くら

いの台風なみの破壊力があるにしても，一般に

は台風に比べて弱し、もので，海難の規模から言

っても台風に劣ります。しかしこれが台風より
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冬の天気

と海難

高 田 健

もむしろ悪質である理由はいろいろあげられま

す。第1に発達が急で、油断をしていると不意を

つかれることです。低気圧が日本の西方の黄海

とか東支那海にあるころは，付近の風は弱し、し，

雨は小範囲にしか降っていないので，取るに足

らぬ弱小な低気圧のように思われがちですが，

ジャッグがまいた豆の木のように，見る見る う

ちに発達して強い風や雨雲の区域は大きく広が

り，しかも猛スピードで東に進んで日本を通り

抜ける例があり，平穏な海面はまたたく聞に以

大な暴風雨圏の荒海に変わります。台風が魔王

ならば，変わり身とじん速さをもっ通り魔とで

も言えましょうか。裳をかし、てさっと襲いかか

り，気が付いたときにはもうそのおとし穴にお

ちいってしまいます。もっ とも冬の低気圧がど

れもこのようだというのではなく ，このような

例は異常なことですが，急、な発達と猛スピード

は程度の差こそあれ大きな特徴であります。第

2に発達した低気圧の大きさは日本の東海上，

北太平洋上では台風よりも大きく ，そのI汽径が

2, 000 km以上になることは珍らしくありませ

ん。しかも低気圧の中心がすぎた後で、強い西な

いし北西の季節風が追い打ちをかけるよ うに吹

き続いて，真冬では3～4日， 場合によ っては

1週間以上もしけが続くことがあって，これを

大西風と呼んで警戒しています。広大な低気lF 

と，それにつづく季節風によるしけの連続で，

これでもか，これでもかと，たたみかけるよう

に続く強風と荒波にもまれ，身を切るようなi'l'i

雪にうたれては，逃げ場のない海上の船にと っ



ては，地獄の穴におちた蟻のように，もがし、て

も，もがし、てもなかなか穴から抜け出すことが

できなくなりましょう。第3に前線による突風

がつぎつぎに襲うことで‘す。低気圧は普通温暖

前線と寒冷前線をともなっていて，これが通過

するときは風雨は急変し，突風なども起こって，

三角波が発生し船にとっては特に気をつけなけ

ればならない難物ですが，寒冷前線の北西にさ

らに2次の寒冷前線をともなっていることもあ

ります。

この 2次前線が時には前の 1次前線よりも悪

質で突風や吹雪を起こすことがあります。また，

l次の寒冷前線の前方に突風を起こすところも

時にはあって，これを不安定線と呼んでいます。

2. 天気図の見方

低気圧や前線によって吹く風や雨雪などの状

況を知るには，天気図が必要なことは言うまで

もありません。皆さんが登山したり，知らない

土地へ旅行する場合には，地図を必ず持参して，

これをたよりに行動するでしょう。地図は子供

のころから見なれておりますし，年月が経って

もそう変わりませんから，だれでも割合理解し

やすいのですが，天気図は時々刻々変わるうえ

に，等圧線などというものがかし、てあって，ど

うもわかりにくいようです。しかし， 山登りの

地図と同じように，気象によって影響を大きく

受ける船の仕事には天気図をみること，少なく

も天気図の示す意味を理解することはたいへん

必要なことです。ラジオなどで放送する気象通

報は，最新の天気図にもとづいて概況や天気予

報を知らせますから，天気図の示す内容を知っ

ていないと，気象通報もよく理解できないこと

があります。伊勢湾台風で大災害を受けた後で，

小型台風が名古屋に接近したとき，気象台では

注意報を出して一般の方々の注意を換起したと

ころ，人々は続々と避難を開始したそうで、す。

注意報の内容を理解すれば避難する必要がない

程度のものですが，伊勢湾台風でいためつけら

れた人々は，台風と聞いただけで、恐れてしまっ

たらしいのです。だから気象通報の内容をよく

理解して，これにあった処理をすることがたい

せつなのです。冬

の低気圧の場合で

も，注意報が出る

たび7こ出漁を取り

やめにしていては

飯の食い上げにな

ってしまいます。

第 1図 38年1月7日9時の天気図注意報が出ても，

内容によ っては，十分注意すれば出漁できる程

度のもの，小さな船はぜひ取りやめたほうがよ

い程度のものなどいろいろあります。これを理

解して有効に行動するには自分でも天気図を書

いたり見たりする必要がありましょう。天気図

のうちで一番理解しがたいのは等圧線のもつ意

味であります。地図の等高線をみますと，土地

の高低や傾斜の緩急などの状態がよくわかりま

すが，天気図の等圧線は地図の等高線にたとえ

て見ていただけば気圧の高，低傾斜のぐあいな

どが理解しやすいと思います。 第1図は天気図

の1例を示したもので、す。図の左のほう，蒙古

付近に H とあるのは高気圧の中心で山の頂上

にあたります。北海道の東にLとあるのは低気

圧の中心で，そこにある数字962は中心の気圧

（ミリパール〉で，これは深い気圧の谷底で、す。

数字 1000,1010, 1020, 1030, 1040は，そこ

の等圧線の気圧の値で，地図でいえばそれぞれ

の所の高度を示す数字にあたります。この天気

図で‘は等圧線はたいへんこんでいて，全般に気

圧の傾き（気圧傾度とし、います）が急でありま

す。第2図は急な気圧傾度をわかりやすく示す

1050 
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110・ 120・ 130' 140' 150・ 160°
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第 2図
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すと，相撲の勝負の分解写真を見
気壬傾度
目方向

等）王曜ま日（包⑤
るように，現在までの移り変わり

がわかって参ります。

3. 冬の気圧配置

55•-75 

第 3図 風と吹き方高，低

ために第1図の北緯 40。線に沿って気圧の分布

をかし、たものです。高い山から谷底に向うよ う

に高気圧から低気圧に向って急な坂をなし，低

気圧の中心付近は深くくぼんでいます。もしこ

のような坂に石を転がしたらずいぶんスピード

がつくことと思うでしょう。気圧の高低やその

変化はわれわれには全然、感じません。しかし，

海難をおこすもとである風の強い弱し、は気圧傾

度の緩急で決まります。急、な坂道を流れる水は

速く，坂がゆるやかUこなればなるほど，水の流

れはゆるやかになると同じ理由で，風速の大き

さは気圧傾度に比例します。言いかえると等圧

線と等圧線の間隔が半分になれば風速は2倍，

間隔が 1/3倍になれば風速は3倍にな ります。

第 1図のLの付近のように等圧線が木の年輪の

ように混んで描いてあるところは風が非常に強

く，注意すべきことを示しています。ところで

水が低いほうに向って流れるよ うに，風も気圧

の高い所から低いほうに流れそうたものですが， （

地球が自転しているためと，地表面に摩燦があ

るために，日本など北半球では，風は右へ右へ

と偏って第3図にあるように吹きます。つまり，

高気圧のところでは右巻のうず巻となって流れ

出し，低気圧のところでは左巻のうず巻となっ

て流れ込んでいます。 第4図は前線の種類と記
号を示したものです。高気圧，低気圧，前線な

ど気圧配置は絶えず変化していますので，気象

台では 1日に何回も天気図を書いてその変化を

調べています。これを引きつづいて見て行きま

it:銭前線 ・・・・・・ 行3昔、
実冷前線

『V 『F 『v ........ .... リ a同< 

開墾前線 ........』 a・・ 行 ll'i 
4亭滞前線 a・
’ 
a・司’ a・司， 'IFと葺

第 4図 前線の鍾類と記号
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冬はアジア大陸の内部は非常に

冷え，地面に接した空気は冷やさ

れて重くなり ，高気圧ができるようになりま

す。そして，場合によっては中心の気圧は

1. 070mbというような大高気圧に発達すること

もあります。しかし，海洋では大陸とは違い，

なかなか冷えないので，相対的には大陸の気圧

が高く，海洋では気圧が低くなって，大陸と海

洋の境にある日本付近の気圧配置は西高東低の

気圧配置になります。これが冬の特色で，大陸

から吹き出す北西または西の季節風が日本およ

び近海の天気を支配するようになります。この

ような気圧配置も普通3～4日続くと高気圧の

一部がちぎれて日本に移動してきます。それで

日本付近の季節風はおさまります。しかし，こ

のような場合には，ちぎれた高気圧とそのもと

になる大陸の高気圧の聞には低気圧ができやす

くなります。この低気圧は黄海や東支那海にで

きやすいのですが，できたばかりの時には弱く

ても，しだL、に発達して東進し，日本付近を通

って東海上に抜けるころには強い低気圧になっ

て巨大な暴風雨圏をもつようになります。そし

てその後ではまた西高東低の気圧配置になるの

てーす。冬の天気はこのような経過をくり返すの

が普通で，だいたい 7～8日ごとにくりかえさ

れます。第5図は，低気圧が黄海にあるころか

ら東海上に抜けるまでの 3日間の天気図を示し

たものです。1月 20日には大陸の高気圧から

ちぎれた高気圧が日本をおおって全国にわたっ

て風穏やかなよい天気で海上も気持よいほど波

が穏やかなことでしょうが，21日には早くも

低気圧は発達して広い範囲に暴風雨雪を降らせ

ています。そして， 22日には低気圧は東海上

に去って，強い北西の季節風が吹き出していま

す。等圧線のこんでいるところは風が強くて注

意すべき場所になります。



第 5図 昭和 33年 1月 20～22日

4. 船の遭難

冬の低気圧や季節風による暴風のために遭難

した船の事例は枚挙にいとまありません。大正

15年の死の良栄丸（マグロ漁船が石油発動機

のシリンダーに故障をおこして漂流し， 11カ

月後アメリカ西岸に乗組員は白骨とミイラにな

って到着した）はまれな例かも知れませんが，

昭和 25～26年の年末年始にも 400隻以上が遭

難していますし，ある程度の漁船の遭難は毎年

おこっています。しかし，局地的にできた低気

圧が急に発達して，ある所だけ突然猛烈な暴風

になり，船が遭難する例もあります。昭和33年

1月26日午後6時すぎ，南海丸が淡路島のすぐ

南沖で突如として遭遇した南の暴風に瞬時にし

て沈没し， 267名全員が死亡するとL、う惨事は

この 1例といえましょう。当日午後3時広島の

南沖にできた小さな低気圧が顕著な前線をとも

ないながら発達して東進し，午後6時すぎには

淡路島付近に達しました。 第6図は午後3時と

午後6時の気圧傾度の変化を示したものです。

図中×印は低気圧の中心， ．印は南海丸の位置

です。 ．印のところでは3時間に気圧が 5mb

も下がり ，しかも気圧傾度が実に急になってい

ます。南海丸は突風を伴う南風 17～21mに加

1020 
ヨミ

ニ 1015
凶

B両

1010 

下

問
広高
島総

＼、J
第 6図

事凪

情

午後3時

守後68奇

えて，風浪と局地的なシオ波のために船体の動

揺がはなはだしく ，危険となったので，午後6

時28分ごろ，「南海丸危険，南海丸危険」と早

口に連絡しましたが，そのまま消息を絶ちまし

た。昭和 28年1月 17日の早朝津軽海峡は珍

らしく風穏やかでカラリと靖れたので，シケと

不漁続きの沿岸漁民は，注意報が出ていたにも

かかわらず，1～2トンの小型船二百数十隻が一

斉に出漁しました。ところが昼すぎから雲行き

が急に変わりはじめ，ふぶきをまじえた 30m

という予想外の突風が襲って，16隻が遭

難，死者行方不明者 25人を出してしまいまし

た。これは局地的な低気圧が津軽海峡に発生し

たためです。津軽海峡は地形の影響で西風は特

に強く ，青森で lOmならば海峡では 20mは
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吹くのは普通です。

5. 海難対策

冬は低気圧が急激に発達し，しかも猛スピー

ドで襲うことが多いので，暴風雨が突如として

襲ってくること，低気圧のつぎには季節風が長

時間吹きすさぶこと，前線がつぎつぎに襲って

風向の急変や突風が考えられることなとeのため

海難事故も多いのですが，これを避けるために

はつぎのような点を注意すべきでしょう。

( 1 ) 出港前から出港して帰港するまで，常に

気象通報をよく聞くこと。

たとえ 1トン未満の船で、もトランジスタラ

ジオは絶対欠かせません。ラジオをもってい

っても，聞きのがすことのないよう，1人は必

ずイヤホーンをつけてラジオを聞きっぱなし

にすれば間違いありません。ラジオの気象通

報時刻はあらかじめ調べておくこと。

(2) 天気が悪くなることが予想されたら，未

練をのこさず早自に処置すること。何事も後

手に回ると苦しみは倍加し，不覚をとること

が多い。

(3) 気象と地形の影響をあらかじめ調べてお

くこと。

港によってその影響はそれぞれ違いますが，

風と地形との影響の共通した性質をあけ．てみ

ますと，

（イ） 海岸に向って吹く風は高い波浪を起こし

- 20ー

やすいが，海岸から海に向う風は，あまり

高い波浪を起こさない。

（吋 風は，岬の先端では岬の走行に直角な風

が吹きやすく，また風速は大きい。

村 山を越してくる風は山かげで弱くなり，

時には風向が反対になる。

的風は凹地，河筋，海峡に沿って吹きやす

く，また風も強い。

（ホ）周りを山で固まれたところや，袋のよ う

に三方に高地があるところは風が弱い。

(4) できたら携帯用の気圧計を持って気圧の

変化を調べる。 1時間に 2mb以上も気圧が

変わったら，たとえ現在風があまり強くなく

ても注意する必要がある。

(5) あらかじめ天気図を書いたり，見たりし

て天気の変化を常に調べておく。

日本は海に固まれた島国で，昔から海上輸送

や漁業は盛んに行なわれていました。しかし，

日本の沿岸海域は気象の変化の激しい所で，船

の遭難や漂流は非常に多かったようで、す。それ

と言うのも，昔は単に経験によって空模様を判

断していただけて‘したので，気象の急変の予想

はむずかしかったからでした。けれども，現在

は気象通報がひん繁に行なわれていますので，

それを有効に利用すれば，海難はかなり防止で

きるはずだと思うのです。

（筆者気象協会）
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災害というものをどの よ うに考えたなら良いか

「災害の発生構造について」

奥 田 穣
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1. はしがき

気象災害といい，台風災害としづ。また，天

災だ，人災だと議論がたたかわされる。この議

論は災害がどうし、う仕組み，過程を経て発生す

るかについて，体系的にはあくされていなし、か

らである。体系的なはあくをするためには，ま

ず，災害を構造的にはあくすることが基本とな

る。災害を構造的にはあくすることによって，

災害対策をどのように打ちたて，具体化するこ

とがより効果的であるかが明確化されて行くの

である。今回は災害がどのような構造をもって

発生するかを中心にして以下に述べていきたい

と考える。

2. 災害発生の基本構造

災害は，原因別，被災者別に非常に多くの種

類に分けられるし，また，細別すれば，たとえば

水害が洪水害，湛水害，土砂崩れ害，洗掘害，

埋没害等々というように，また幾多の災害の種

類に分けられる。これらの数多い災害がそれぞ

れ違った要因でもって発生し，災害の現象その

ものも非常に違っている。これまで，個々の災

害について，それぞれの立場から，それぞれの

災害がどのよ うな過程で発生したかを記述して

いる論文や記述が多いが，その災害の発生を構

造的にはあくしているものは非常に少ない。災

害というのは単純な自然現象でもなく，自然、現

象が1つの要因となっている社会現象であるか
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らであり，それも，社会，経済の複雑な構造条

件の下に発生するものである。それゆえ，群盲

の巨象をなでるのたぐし、で，全災害に通じて適

用できる構造図を提案することは官険といわれ

るかも知れないが，ここに成案を得たので提案

したわけである。（第1図〉

〔基本犠造図〕

第 1図

〔基本構造図の説明〕

上記構造図は簡単すぎるし，また，これまで

一般に使われでもいなし、。それゆえ，簡単な説

明をすることにしたい。

（素因〉：暴風雨，豪雨，地震，津波， 高潮

などは，素因である。これらの現象は，それ自

身のみでは災害現象は起こらなし、。もととなる

要因一素因は，単一の場合もあるし，複雑の場

合もある。多くの場合，この素因の主たるもの

をとって災害の名称を，たとえば，震災，台風

災害，水害等々とつけてよんでいる。

（必須要因〉：地盤が軟弱であるとか，水害を

受けやすい地形条件とか，家屋の老朽化，ある

いは，凶冷時に非耐冷品種である晩稲を植えた

り，栽培管理の不適正だったこと等々，素因と

なる現象が発生した場合に，素因のもたらすな

んらかの形の破壊力を集中して，機能障害を必



然的に障害をおよぼす要因。

（拡大要因〉：火災の場合の家屋調密化，交通

マヒ，地盤沈下による湛水害の拡大，煤煙防止

装置の不十分な工場の集中化など，破嬢力を集

中する，あるいは抵抗力を弱めて機能障害を激

化させる要因である。

以上の 3要因が結合し，破壊力が強大となる

ことによって，災害が激化し，大きいものとな

って行く。

（機能障害）：人間や動物については死傷や発

病，家屋などの建築物については全壊 ・半壊，流

失など，農地については埋没，表土流失など，

農作物や槌物については枯死，枝折れ，落果，

不熟あるいは減収，宅地については水害や震災

あるいは大気汚染に対する安全性の喪失等々を

いう。また，機能障害の中には都市機能のいろ

いろな障害，交通 ・通信などの機能の喪失も含

まれ，そのはなはだしい場合には国家機能の障

害がひき起こされることもありうる。戦争は特

現殊な象であるが，これを災害の 1種と見た場

合には，その内容が理解されるだろう。

（第2次，第3次… ・機能障害〉：災害の 3要

因である素因，必須要因，拡大要因によって直

接に受けた機能障害が，社会経済機構の中で間

接的な被害を誘発するのを第2次，第3次…一

機能障害とし、う。

以上のような構造図の中で，素因，誘因のみ

で発生する災害もある。拡大要因を欠いている

場合であるが，その場合には災害は拡大される

ことなく，その時の素因，誘因の範囲内で機能

障害，すなわち災害が発生する。

3. 災害構造の 1例

基本構造図をあげて説明しただけで・は，まだ

はっきりと災害構造を理解することは困難であ

るかも知れなし、。そこで，震災を例にとって，

この構造を述べて見たい。

震災の発生構造図は 第2図のように示され
る。

震災の構造図は複雑なほうである。災害基本

構造図との対比で簡単な説明を試みると，素因 ？

にあたるものが震動，地盤変動，津波であり，

1 ~·i’E同町E

竹重量彊
戸田十~~判

』－句 蝿 A 山 闘 F 浬 官

kττト仔τT胃

~霊霊

第 2図

必須安因にあたるものが地盤強弱，構造物強弱

にあたる。拡大要因は都市構造，宅地造成であ

るが，都市1待造の弱J

悪な宅i也造成がi量大の肱大要因になるというこ

とを意I床し，破威力に対する十二分な底抗力を

備えた都市構造，宅地造成をいっているのでは

ない。

破壊による機能障害については説明を要しな

いだろう。第2次，第3次の機能障害について

も，この構造図を見れば明らかであると思われ

る。この図には入れなかったが，この図の右側

には，激しい時には経済機構の機能障害という

ものも加わってくる可能性もある。

また，震災の発生構造図の中で，地盤変動と

津波の系列は簡単にまとめてしまったが，地盤

変動による災害は，地盤変動の機構それ自体が

よくわかっていない現状なので，災害の必須要

因，拡大要因がよくわからないためのものであ

る。読者諸兄の御教示を賜われば幸甚と考えて

いる。

津波の必須要因は海岸地形であり，拡大要因

は埋立て，干拓などの計画実施の際における地

形変形の津波に対する影響の無考慮、などの欠陥，

防潮施設の不備などであり，海岸集洛構造も鉱
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大要因の 1つになる。

4. 災害構造図と防災との関連

について

災害を防ぐということは，基本構造図でいえ

ば，素因から機能障害までの 「紳」をどこかで

断ち切ることである。それを素因の段階で断ち

切ろうという考え方は台風の人工制御であり，

煤煙を規制したり，工場廃水処理施設の完備し

ようということである。

必須要因の段階で、断ち切ろうとする考え方は，

構造物を強化し，地盤の強弱を考慮して構造物

に抵抗性を与えるというような考え方のもので

ある。

拡大要因の段階で断ち切ろうとする考え方は，

都市における防火地域指定による延焼防止手段

などがあげられよう。あるいは地下水揚水の規

制による地盤沈下の抑制もこれにはし、る。

以上のように見てくると，防災は3要因の各

段階に応じた適切な対策が樹立され，具体化さ

れなければならないということが理解されるだ

ろう。また，この防災を計画し具体化すること

の困難さもよ く理解される。

防災対策は個人でできるものと自治体ででき

るもの，そして国でなければできないものと，

単一国家だけではだめで，世界あるいは関係国

家の協同体制の下にはじめて可能になるものな

どに分けられる。そして，その対策は3要因の

8

“，
 

除去に向けられるのであるが，対策全部を闘に

負わせることも，個人に負わせることもできな

し、。また，対策の不備あるいは欠陥は精密機械

のような構造を持つ現代社会機構の中では災害

を激甚化する大きい原因となることさえある。

災害対策の中で災害補償，救助あるいは保険

というようなものは， 第 1 次機能障害を tr~ 2次

以下の障害に拡大させないという対策である。

機能障害の中で，少なくとも人間だけを防ぎ，

後は補償によって影響を防ごうという考え方を

持っている人々が割合多いが，この対策は3要

因に対する対策が不可能だとし、う立場，あるい

は，経済的に見て，対策に限度があるという立

場からきていると思われる。現在の科学技術を

総合的に駆使してもなお不可能かどうかの検討

もなしにこのような消極論を展開することはい

けないと考える。われわれは防災は困難なこと

ではあるが，なしとげられなければならないも

のと考える。

終わりに，災害の基本構造図については，佐

藤武夫博士，東大助教授高橋裕氏などとの討論

の下に作られたものであることをおことわりし

ておきたし、。例題として水害をあげなかったの

は， 震災よりもっと複雑になるからであるが，

機会を見て，詳細な構造図をお自にかけたし、と

考えている。

（筆者 気象研究所）
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去る11月7日明治神宮外苑絵画館前で当協会が主催し、消防自動車の合｜

わが国の損害保険業界は昭和22年以来防火運動の重要性を認識して防火映画の製作、

砂防の発行などを行なってきま，したが、昭和27年さらに一歩をすすめて地方消防機I
火災予防拠出金制度を設けました．こ’の制度により損害保険会社は火災保険料の－l
防事業の財源としています．

当協会はこれによって前記の事業はもちろλ、全国の市制措行地に消防自動車の寄E
自治体消防の防火運動の繍助などを行なっています。

昭和27年より本年10月末までの消防自動車寄贈都市教 ’ ,,,, 延お

公設火災報知機設置繍助都市教 .. , 延 1 

合同寄贈式における寄贈物件

屈折はし引寸消防自動車

水槽付消防ポンプ自動車

消防ポンプ自動車

両

両

両

2

1

U

 

公設火災報知機

防火貯水槽

携帯無線電話機
a ，、
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「京都の観光は，お寺ゃあ・2さばかり引きまわ

されるので，うんざりした！とよく聞かされる

が，「何を見に京都まで・わさ．わざきたのだ」と言

いたくなる。

京都の社寺は他者ll市のと違い，京都が長年の

間王城の地であったので，王J;!JJ文化の中心をな

していた社寺が多く ，歴史とともに各時代の文

化芸術のみならず，優雅な風俗，諸行事を今日ま

で伝えてきている貴重なものばかりである。ま

7こ一方この種の建造物は風光明びな自然と溶け

あって特有な情趣をかもし出して京都を位界的

の観光都市とする要素ともなっているのである。

たとえば，文化財商をみても京都に日本の指

定文化財の 37.8% があるが，これらの社寺に

は国宝指定建造物 28件，重文指定 176件をは

じめ美術工芸品その他 1,164件の多数が所有

され，京都市の 86% が占められているのであ

る。

また，紙園祭（八坂神社〉，時代祭（互IL安神

宮），壬生狂言（壬生寺）など京都の重要な観

光行事（無形文化財指定）のほとんどが，これ

ら社寺のi援す行事であり，今日でもなお市民生

活，習慣のうえに強い影響をもたらしているの

て、ある。

このように京都の社寺は文化財としても観光

資源としても貴重なものばかりであり，これを

今日まで保存し伝えてきたことは，京都市民の

大きな；寄りであるとともに，これを保護し後｜止

まで永久に残す義務をもっているのである。

社寺の現況

しかるに，このような貴重な文化や殿堂を築

きあげるほど勢力があった社寺も昨今では時代

の風潮には勝てず疲弊の一途をたどっているの

が現況である。

宗教的に立派に維持している社寺ーもあるが，

多くの社寺が財政的に手1しいよ うで，文化財の

公開による観光，または各社寺に伝わる書道，

茶道，華道の教授，極端なのになると広大な建

物を利用する旅館，貸ill'，＇，貸聞の営業をしてい
るものもある。また，住職や宮司の外部に務め

に出る者も多く，今まで使用人や下職の多くい

た社寺で、も自然に雇人もいなくなっている。こ

のような状態であるから内外の清掃も不十分で

あるばかりでなく建物の補修や内外の監視もで

きないのが多く境内は悪童やアベックの天国と

化している場所も生じている現況である。

過去の火災例

このような現況であるのでわれわれ京都市民

にとっては残念なことであるが，t.ff.年火災や文

化財の盗難が起きている。

昭和 22～37年までに 72件も火災が発生し

ているが，その原因は放火が 23件で最1高で－あ

り，ろ う火 7件，電気関係6件，煙突過熱，た

ばこ各5件，たき火3件などがおもな原因とな

っているが，放火事件の多いのが特色である。
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これは宗教に対する反感，勢力争いによると

考えられるものも 2' 3件はあるが，えん世や

不良グループまたは精務者の行為がほとんどで

あり，ろう火も不良グノレープ，子供の火遊びな

どである。

出火時間も 6時～17I時まで 41件， 18時～

5時まで 31件とな り，夜間より昼間が多く最

高は 10時～11時間の 8件となっている。

これらの事項より考えても社寺はいかに自由

に出入ができ，かつ人目が少なし、かを物語って

いる。社寺建築が木造であることなどよりして

繰も同然だと言いうる。

防災施策

防災の責任者である京都消防としても傍観し

ているわけではない。

防火診断はもとより（通常任察の上に特別査

察をかぶせ各社寺3カ月 1回は査察をするよう

特に強化している〉防火管理者の指導強化（100

%完了）など自体の権限でなし うることはすべ

て手をつくしている。

その他文化財防災施設整備拡充計画を樹立し，

特別消防対象物警備計画（消防活動作戦計画）

と並行して消防進入路，水利，火災報知機，消

火栓，消火器などは 100%完備をなさしめてい

る。また，文化財付近の火気取り扱い注意と警

火心喚起のため 「たき火および喫煙禁止区域」

の指定をなしている。たばこはもとよりキャン

プ花見遊山パーテーなど無茶な行為が多いので

取締りに役だっている。

スプリンク ラー， ドレンジャー装置の設置に

ついても力を注いでいるが，なにしろ対象が文

化財建造物であるため現況変更が困難で、あると

ともに，経費の問題もあり遅々として進まない

が， 改造や大修理の機会をとらえやっと 10社
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寺が完了している。

28年度は火災事例でもわかるとおり放火対

策を重点事業として取り上げているが，社寺自

体，消防自体でもどうにもならない問題が多

く，腐心しているが，っさのような施策を講じ

ている。喫煙区域取締りを兼ね随時行なってい

る。

1. 消防，tトローJI,.

喫煙区域取締りを兼ね随時行なってし、る。

2. 社寺自衛パトローJI,.
3, 社寺近隣市民，tトロール

社寺近隣の町内会，地域婦人会，学生自治

会などが協力パ トロールをして下さっている

が非常に熱心でかつ成績もあがっている。頭

の下がる協力である。（24団体）

4. 文化財防災対策連絡会
観光局，文化財保護課，警交本部，教育委

員会，古文化保存協会などより委員を出して

もらい消防の防災計画推進に対し各七クショ

ンでできうる事項を協力実践する協議会であ

るが非常に効果をあげてきた。

毎月 1回開催 警査官パトローノレ，少年課”

防衛課課員の補導。

文化財愛護教育などで文化財境内の子供たち

の遊び方が違ってきている。

火災予防は消防だけで決してできるものでは

ない，市民の協力あるのみであるが，京都では

各機闘をはじめ市民有志の協力を得て一応文化

財の防災に万全を期してはいるが，あくまでも

国民全部の自覚と協力がないかぎり文化財防災

はできるものではない。

どうかこれ以と焼けないよ うにと祈るばかり

である。

（筆者京都市消防局予報部長〉



最近の消防特殊車両について

1. 消防と特殊車両

消防組織法の第l条に 「消防は，その施設及

び人員を活用して，国民の生命，身体及び財産

を火災から保護すると共に，水火災又は地震等

の災害を防除し及びこれらの災害に因る被害を

軽減することを以て，その任務とする」と消防

の任務について述べている。

また消防法第 35条の 5に 「消防本部を置か

おかなければならない市町村で政令で定める基

準に該当するものは，救急業務を行なわなけれ

ばならない……以下略」と救急業務についても

明記している。この 2条に消防機関が災害現場

活動を行なわなければならない法的根拠があ

る。

すなわち，これらの任務を遂行するためには，

消防機関は単に火災を鎮圧する消防のみの装備

だけではなく，人命救助や水害，地震などの災

害による被害を軽減するための装備と救急装備

を保有しなければならない。

さて，これらの装備は多種多機にわたり，個

々についても相当の数量を保有しなければ各種

の災害に対して一挙に効果をあげることは困難

である。要は十分な人員と予算とさらに高度の

技術がこれを解決する鍵を握っているわけであ

るカ~... 

このような理由から残念ながら現在のわが国

では，あらゆる災害に対して万全の装備を保有

している消防機関にまだ 1つもないが，最近大

都市の消防機関においては特殊な消防装備が非

常にふえてきたことは誠によろこばしい事実で

ある。これはこれら災害に対処しようとする措

置のあらわれであると言えよう。ここではその

中の主なものについて簡単に説明を加えご参考

に供したL、と思う。

輪 千 1E 

2. 梯子自動車

これは主として高層建築物の火災防御およひt

人命救助などに使用するもので，最大起立角度一

における梯子全伸長H寺の最大地上高は梯子の長

さおよび連数によっても異なるが， 一般に梯子

が3連の場合は 17m,4連の場合は 23m,5連

の場合は 30～33である。梯子の駆動方式には

機械式と准｜圧式とがあるが，最近のものはすべ

て油圧式である。計:H圧式はオイノレポンプによっ

て発生した油圧を配管によってオイルシリン

ダーやオイノレモータにり，梯子を操作するもの

である。この方式は機械式とは異なり途中の動‘

力伝達機構は不要となり，また自由に配管がで

きしかも起伏，旋回，伸縮の各操作が同時にか

っ容易に行なえるので非常に便利である。 （写。

真 1,2) 

最近は梯子の上面をスライドするリフターを

装備したものが多く，これによって隊員， ~材

を自動的にまた，じん速安全に梯子先端に昇げ

ることができるようになった。もちろん人命救

助作業は一段と容易になった。また梯子先端よ

り直接地面にバスケットを昇降できるものもあ

る。これらのリ＼フターやノミスケットの駆動およ

び固定ジャッキはすべて油圧によpって行なわれ

ている。

~弟子自動車にはポンプを装備したものとしな

いものとがあるが，ポンプ付のものは一般ポン

プ車としても使用できることを意味している。

悌子「｜動車の主な積載品にはつぎのものがあ

る。1～2kW発動発電機（照明用および主オ

イノレポンプ故障時の補助オイルポンプ駆動用の

動力源として）および2器具 500W ×2，携帯用

200～500 W 発動発電機および照明器具，油圧

式救助総具，ガス切断器，エヤーラインマスグ

（空気ボンベより隊員が装蒲ーしたマスクに宅気t
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写真 1 油圧式5連梯子自動車

ぎ

？ 

写真 2 最大起立角度， 全伸長時における油圧式

5述梯子自動車。上方に見えるのはリフター

を送る装置）空気呼吸器，緩降器，チェーンブ

P ック， インターフォン，放水銃などである。

3. 空中作業車

3・ 1 屈折式空中作業車 （スノーケJI-)

地上高 15mくらいまでの高所における火災

i防御活動および数助作業などに使用する特殊車

凋である。

関節 1個を有するアームは屈折，伸縮，旋固

めすべてが油圧によ って行なわれる。操作レバ

ーはターンテーフソレ付近とバスケット台上にあ

り，互いに連動するから下方においても上方に

3品、てもあらゆる操作を行なうことができる。

この点は梯子車と比較してきわめて便利であ
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写真 3 屈折式空中作業車

写真 4 屈折式空中作業車がアームを伸したところ

る。またバスケットは自動平行装置によってア

ームのいかなる状態にもかかわらず常に地面と

平行することができるから，作業は安全でかつ

バスケット荷重も 200kgと大きく ，床面も広い

ので梯子車よりもまさっている。ただし，屈折

アームの構造，機構により関節を2個以上設け

ることができず，また収納したH寺に車両長さに

制限があるので，伸長時の最大値上高は 15m

が限度である。（写真 3,4) 

しかしアームやノミスケットは強固なため，パ

スケット上の対放水反力性は非常に大きいので，。

相当に思切った放水を行なうことができる。直

接に地上からまた地上へ一路材，人員などを昇げ

降しすることができ，また 7m付近の高所に

おいては上段のアームをほぼ水平に動かすこと



ができるので便利である。

3・2 直伸式空中作業車

これは前述のスノーケルとは非常に似ている

が，アームが屈折する代わりにブームが直線的

に伸縮する機構になっている。この点は梯子車

とも似ているが，ブームの構造，伸縮機構はク

レーンカーにもっとも近し、。したがって屈折式

では全伸長時の最大地高は 15mが限度である

が，直仲式ではブームを 2段， 3段，または4

段とすることによって地上高を大きくとること

ができる。しかし消防上の使用目的から考えて

ブームのいかなる状態においても常にパスケッ

ト許容荷重を大きくとる必要があり，また車両

の転覆角度，重心高，重量制限などを考えれば

バスケット床面の最大地上高は 20～25mが一

応限界であろう。

ブームの各操作，ジャッキの固定，バスケッ

トの平行装置などすべて油庄で行なわれ，バス

ケット台上においてブームを操作できること，

人員，機材を直接に地面よりまた地面へ昇降で‘

きることなどスノーケルとまったく同様であ

る。要は中型梯子車の欠点を完全に除去したも

のと考えたほうが妥当であろう。（写真 5,6) 

パスケットの運動範囲は直伸式のほうが屈折

式よりも大きいので利点があるが，屈折式のよ

うに関節によって第2アームを水平または下方

に動かすことはできなし、。しかし道路上に架線

や電線，電話線が張りめぐらされている場合，

直伸式がよいか，屈折式がよし、かは単に机上の

検討だけでは解決できず実験の運用によって優

劣をきめる以外にはないと思う。

ただし直伸式は屈折式と比較してブームがさ

らに強固なため，バスケット最大地上高 20m

級のものではパスケット荷重 150～400kgで全

操作を行なうことができる。また放水銃による

放水反力に対しては問題がなく ，直伸式では伸

縮式ホース配管を施すことができる。また直仲

式ではブーム先端よりフックを上げ下げするこ

とによってクレーンとしても使用できる（150

～lOOOkg）のできわめて多角的に運用を行なう

ことができる。

写真 5 直伸式空中作業車

d
g
v
d竃

F
a田
w
m組問

写真 6 直｛巾式空中作業率がプームを全伸長したところ

主な積載器具はつぎのとおりである。

ガス切断線， エヤーラインマスク装置， 1.5

kW発動発電機および 500W投光機2個， 200

W 携帯用投光装置，インターフォン，放水銃，

折たたみ梯子 20m，空気圧縮装置1式 （本機は

コンプレッサーをガソリンエンジンに直結し，

フレーム台上に載せて固定したもので，ホース

は 100m 延長できるからバスケット上のみな

らず，さらに似入して使用することができる。

ロータリードリノレは 1(t削史うことができる。ロ
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写真 7救援事 ー

写真 8パスケット，放水銃を取りつけブームを
全伸長した時の救援車

ータ リードリノレ大小各 1，インパグトレンチ

2，チッピングノ、ンマー， ジャッグハンマー，

サーキュラーソー付）

4. 救援車

消防救援車は火災現場における破壊，救援，

救助作業に出場することはもちろんであるが，

その他の災害の場合，たとえば交通事故などに

よる負傷者の救出に伴う事故車の強制破壊まt-:.

4主徹去，交通障害を起こしている事故車の緊急

徹去，または転落車両の引き上げ作業などにも

｜随時出動するものである。

写真 7.8に示すものはつり上げ最大能力 7

トンの消防救援車であるが，外観，構造，機能

などは市中で見受けるクレーン車とほとんど同

ーである。しかし本救援車は消防用としてつぎ

のような特色をもっているので一般のグレーン

車よりも非常に多角的に運用することができ

-34 

る。

1).ブーム先端に着脱自在のバスケットを取

りつけ，ブームの角度に応じて自動的に水平を

保ちながら作業することができる。またブーム

の先端に放水銃を取りつけ，消防用として大量

放水を行なうことができる。

すなわち lOmまでの高所に対する空中作業

車として使用することができる。

2）.荷重が地面に到達すると同時に自動的に

警報を発し，ワイヤーのゆるみによるもつれを

防ぎ，ワイヤーの損傷を防止する。なお警報と

同時にワイヤードラムを白動停止させることも

できる。

お つり下げ時における荷重の降下を自動制

御することができる。

4）.ブームの先端において旋回，起伏，伸縮

などの遠隔操作を行なうこともできる。

5. 化学消防車

水そのものを投入しても消えずにかえって火

面の拡大を起こすような火災，たとえば油類，

化学薬品類などの火災に対処するのが化学消防

車である。

化学車で使用する消火剤には現在，泡沫消火

薬液で粉末消火剤， 炭酸カス，CBなどがある

が，この中で主役的役割を受持つのは，泡沫薬

液でその他のものは補助的な役目を果している

に過ぎない。

このために化学車には必ずポンプ，水タンク，

薬液タンクと薬液混合装置を装備している。タ

ンクの水はポンプによって加圧送水され，ポン

プの前後において混合装置によ って一定の混合

比に泡沫薬液を圧送または吸引して配管または

ホース中に送り込み，．先端の泡沫ノズルによっ

て空気を吸引，撹狩することによって泡沫を発

生する機構になっている。

薬液の混合率は普通 6%および 3%の2通

りであるが，これが泡沫ノズルから放射される

と6～10倍に膨脹して白いあわとなる。 この

あわは空気あわと称するが，耐火性，耐油性，

安定性などが良好でなければ消防用としては使

えない。薬液の規格については損保規格，JAN-



写真 9 空港用化学車（前部）

写真 10 空港用化学車（後部〉

C266規格などがあるが，これ・らの規絡に合絡

した薬液は非常に性能が良好で、ある。

化学車は空港用と一般用とに用途別されるが，

空港用は空港内外の航空機火災に対処するもの

で，左右の放口よりホースを延長して泡沫消火

することもできるが，主」してギャプ上に装備

したターレットノズルによって大量に泡沫を欣

射して消火に当たるのが通例である。また空港

用化学車には自衛用泡噴霧ノズノレが前方および

側方に数個所取りつけられており，水噴霧も放

射することができる。ターレットノズルは普通

2基を装備し，油圧によって操作され，泡沫の

直状放射のみならず，泡噴霧，水噴霧放射も行

なうことができる。

一般用はこのような装置がないもので， 主と

して放口よりホースを延長して泡沫放射を行な

うようになっている。したがって空港用とは外

観を異にし， 一見普通ポンプ車と見違うこ とが

ある。 写真9,10に示すものは比較的小型の空

港用化学車である。

写真 11 空気ターピソ式排煙車

6.排煙車

火災現場で消防の防御活動，救助作業などを

困難にする煙を排除する車両である。地下室，

地下街，地下鉄，倉庫，ピル火災などで発生が

活発でなく充満しているような煙を排除する場

合または充満した有害ガスを排除する場合には

もっと効果的である。

排煙車には現在エンジンによって直緩タ ーボ

ファンを回転し，煙をl反引または空気を圧送し

て排煙を行な う場合と，エンジンによってコン

プレツサーを回転し， それによって発生した圧

縮空気をホースに導き，その先端に取りつけた

空気タ ービンを駆動しさ らに排煙用ファンを回

転せしめて煙を吸引圧送するものとの 2種類が

ある。

前者はターボファンをl直接駆動することによ

って高性能を発持することができるが，そのた

めには排煙管（詑腹式）を太くしなければなら

ないので操作が不便である。後者は排煙効率は

悪いが排煙車と空気タ ービンの聞はホースであ

るので延長操作が簡単であり，特に高層階の排

煙作業には便利で・ある。しかし煙の中に空気タ

ービンを置いて排煙管を逆延長しなければ排煙

することはできなし、。
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写真11は空気タ ービン式の排煙車であるが，

その主なる積載器具はつぎのとおりである。

送風ホース内径 75mm長さ lOmおよび20m

各4本，排煙管，内径 400mm長さ 5m,12本，

エヤーラインマスタ装置，拡声装置，銅製2連

梯子，排煙管用脚立，200W 携帯用投光装置，

電気ド リjレ，携帯鉱声器，防煙具3，空気呼吸

器2，破壊探具1式，ロープ類

7. 救 急車

急病患者，負傷者などを救急病院へ急送する

のが救急車である。担架は普通2個収容できる

ようになっている。

写真 12 最新式の救急車

救急事故は毎年激地し，また交通事情も悪化

の一途をたどっているので，救急車は小型で機

動性がよくかっクッションの良好なものが多数

配置されていなければ， J~急、の場合に人命を救

うことはできなし、。特に救急患者は医学的にも

絶対安静輸送を必要とし，さらに絶対じん速輸

送を要求されるので，救急車のシャシーとして

は当然トラックシャシーよりも乗用車シャシー

のほうが良いわけである。

写真 12に示す救急車はもっとも近代的な救
急車にして，無線機 ・暖房 ・換気装置を装備

し，ベッド 1個は移動可能で担架はスライド式

とし，もう 1個の予備担架を車内に装置できる

ようになっている。積載品の主なるものは11動

酸素そ生器， ブイ，救急用品，高lj木などであ

る。乗車定員は7名であるが，乗用車シャシー

を利用したため小型で，加速性は非常に良好で

あり，最大速度は 120km/hrをIi＼・すことがで

きる。

po 

写真 13 一般的な消防艇

写真 14 ハイドロアオイノレ消防艇

写真 15水防車

8. 消防艇

これは港湾施設のある都市のみに配置される

ものであるが，消防艇は船舶火災，港湾火災に

対処するだけでなく，人命救助，危険排除，涯

水船舶の排水作業なども行ない，また陸上沿岸

火災に際しては消防車へ給水する役目をもって

いる。

今までは写真 13に示すようなオーソドック

スな消防艇が一般的であったが，最近はハイド

ロフオイノレ（水中島）消防艇写真 14やハイド

ロジェット消防艇などが考えられるようになっ

た。これは消防艇に高速性，機動性および大量

放水能）］を要求されてきたためで－ある。大型を



除き一般消防艇の放氷能力は普通ポンプ車の 2

～5倍である。

9. その他の特殊車両

以上のほかに直接現場活動用の特殊車両と し

ては水防車（写真 15〕，救助車，電源照明車，

カスケードカー （呼吸器具，予備ボンベ，高圧

空気充てんポンプ積載）などがあるが紙面の都

合で説明は割愛することにする。

これで簡単ながら消防用特殊車両についてあ

らましの説明を終わるが，車両のみならず今後

はあらゆる災害に対処できる装備器具の全面開

発がもっとも必要なことと思う。と同時にヘ リ

コプターの採用も急がなければならなL、。

（筆者東京消防庁消防科学研究所第3研究室長〉

応調革路加主民＂＂・
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黒猫のエレキ

〔（日要新聞 99号〉明治5年6月〕

筑後国柳川城廓内の小野隆基方方が5月初旬，

出火，焼失した。出火に際し，黒毛の大猫が現

場から走り去ったといい，このよ うなことが両

三度におよんだことであった。

洋人にたづねたところ，年を経た黒猫は，エ

レキ（電気）の多いものであるから，脊毛を逆

摩すればかならず火を発するので，猫がジャ レ

て火を着けたものであろうと答えたという。

天火，家を焼く

〔（東洋日之出新聞）明治 39年5月8日紙〕

長崎県

北高来郡小長井村小川原浦，80番地問川マサ

方の物置小屋が，5月3日午前 10時ころ，出

火，全焼して損害 130余円を蒙むった。

原因は，その当時，俗に言う天火なるものが

同小屋に落下したためで，発火時に天火の落ち

るのを目撃したという者があった。

火の玉火事

〔（東洋日之出新聞〉大正3年9月19白紙〕

長崎県小ケ倉村（現在は長崎市に編入）柳

（海に面した部落）の波止善太郎方の裏手物置

が大正3年9月 18日午前1時過ぎころ，出火

し住家3棟が類焼した。長崎市消防組， 小ケ倉

村消防組および女子消防隊が出動して消火した

が，出火原因については， 家入はその地方に出

没する火の玉が飛びこんだものと主張してやま

なかった。

あとで，警察は主婦イヨのマッチ火の不始末

と推断した。

潜水艦火災

〔（東洋日之出新聞〉大正 10年7月21白紙〕

7月 19日午前9時 40分ころ，呉軍港第 10

号潜水隊所属第 24号潜水艦（艦長古宇田武郎

大尉）が宮嶋￥＇91で潜航中，艦の中部付近から発

火，直ちに浮上して消火に務め，同 11時鎮火

したが，司厨室，前部水雷室を焼損 した もの

で，艦橋隔壁の鉄板は飴のようになっていたと

し、う。 （執筆長崎消防局予防課長〉
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1. はじめに

火災件数は全国的に見て年々増加している状

態であって，これを各府県別に見ると，非常に

多い県と比較的少ない県とがある。しかもその

原因について見ると，ある県ではそうとうに大

きな比重を占めているが， 他の県ではそれほど

でもないということも見受けられるのであって，

これは日本という国が細長く横たわっていると

いうことから当然のこととうなずかれるであろ

うし， また生活程度あるいは様相の差異によっ

ても相当のひらきがあると考えられるところで

ある。

さて， ここで原因および火災件数を，都道府

県別， 一都市，一町村の小さな単位でながめる

だけでなく ，大きな日本全国としてとらえるこ

とが，今後その非をともに手をたずさえて是正

していくためにも必要であると考えるのであり

ます。これこそ，今後の消防において推進して

いかねばならないものではないでしょうか。 1

つの小さな区域のみで，また自分たちの県のみ

でなく，同様な状態にある県などが互いに手を

結んで、最善の努力をかたむけ，火災予防に励進

し，日本全国民を火災ならびにその被害から守

るという大乗的見地に立たねばならないのでは

ないかと思うのであります。

さて，そこでどのような原因による火災がど

のような県に多いか，どのように全国に分布さ

れ，どのようなところが危険地帯となっている

かを見定めることが今後の予防対策に必要であ

ると思い，油を燃料とする移動可能の道具，ま

きを燃料とするもの，炭を燃料とするもの，移

動可能のガス道具，移動可能の電熱器を原因と

する火災について，これが年々非常に多い件数

を出しているので調査することにした。

2. 火災原因別分布状況

さて，火災原因を前記の3つに分けて，これ

らによる出火件数ならびに分布状況を見るとつ

ぎのとおりである。

2・1 5由を燃料とする移動可能の道具

泊を燃料とする移動可能の道具には，石油コ
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“全国的な”

原因別火

ンロ ・石油ス トーブ・ガソリンコンロ・ガソ リ

ンスト ーブ・石油レンジなどがあり，これらは

一見して火災の主位を占めているものであるこ

とがわかる。昭和 29年に 2,557件であったも

のが，昭和 36年には約 2倍であるところの

4,958件となり，所得倍増のかけ声につれて火

災は実質的に倍となってきているのでありま

す。このように件数の多い火災を昭和 29年か

ら昭和 36年までの合計で見ると，29,674件

と約3万件がこの原因から出ており， 1年平均

3, 709件という数を示し，各年において全火災

の約 10%を占めているという非常に大きなフ

アクターとなっているのであります。

さて，この火災件数を都道府県別にあらわず

と第1表のごとくであり，この表から見て 8年

聞における件数で400件以上のものは1都2府

14県にわたっており，とくに多いのは東京都

の 7,452件， 大阪府の 2,614件，神奈川県の

2,431件で年間平均して 300件以上を計上して

いるのであります。また，どの県においてもこ

の火災については年々増加の一途をたどってお

りし、かにこの種の器具を多く使用しているかが

うかがわれるのであります。

さて，これらの火災の非常に多い県をチェッ

グしていきますと第1図のようなラインができが

これが油を燃料とする移動可能の道具の火災危

険地帯ということができるのであります。この

危険地帯で（ 1）を東海ライン，（2）を瀬戸

内ラインと名付けるならば，東海ラインでは実

に 13,740件と全火災の 46% がこのライン内

での火災であり，日本全国の石油コンロなど油

を燃料とする移動可能の道具からおこる火災の



災危険帯

馬場敏雄

川 東海 ライン
121瀬戸内ライン

第 1図 油を燃料とする移動可能の道具の火災危険帯

半分はこのラインによって起こされていること

がわかるのであります。また，瀬戸内ラインで

は7,387件と，全火災の約 25%，すなわち 1/4

を占めており， この両ラインの合計は 21,127

件と全火災の 7割以上を出しているのでありま

す。それが東海ラインでは1都5県，瀬戸内ラ

インでは2府5県と全都道府県数の 1/3にみた

ないということからも，いかにこの危険地帯に

集中しているかを知ることができるのでありま

す。

2・2 まきを燃料とするもの

まきを燃料とするものでは，コンロ ・ストー

プ・炉 ・かまどそれにいろりなどであって，こ

れによる火災は第2表に示すごとく ，年間おお

むね2,500件という件数を計上していますが，

これは北海道と東京を比較しても，油を燃料と

する場合の東京と北海道の件数と逆に北海道が

多くの件数を出しており，全国的に見て東北の

ほうが非常に多くの件数を出しているようであ

ります。

すなわち東北，北海道においてはすべて 350

件以上の件数を記録しております。ところが他

の地方でとくに大都市を含んでいる県を除いて

は件数が非常に少なく，これによる火災は比較

的寒い地方に多いということがわかるのであり

ます。この原因による火災も全国で8年間に2

万件という件数を出しており，非常に大きな率

をしめているものの 1つとなっていることはい

うまでもありません。

今これら火災件数の多い都道府県をチェッグ

すると第2図に示すとおりであって，これを5

つのラインに分割してみた。 （もちろん東北を

一体としてもよいのであるが，一応，気候，位

置的関係から日本海，太平洋側とに分割した。〉

すなわち，この種の原因による火災危険帯は

おおむねこの 5つに分けることができるのであ

って，（1）を太平洋ライン，（2）を日本海ラ

イン，（ 3）を東海ライン，（ 4）を瀬戸内ライ

ン，そして（ 5）を九州ラインと名付けることに

すると，まずこの 5つのラインで・は前述のとお

り，北海道，東北を結ぶ太平洋ラインが 4,397

件と全件数 20,096件の 21% を占めているの

でありまして，他のどのラインもこれより下ま

わり，いかにこのラインが重要な危険地帯で、あ

るかを知ることができるのであります。

日本海ラインでは2,087件と全件数の約10%

を，東海ラインでは3,921件と 19.5% をしめ

ており，そうとうに大きな比重であることは

2・1の場合と同様であります。また，瀬戸内ラ
インでは 2,815件と約 14%，九州ラインでは

1,727件と 8.6%となっているのであります。

さて，これらを合計すると 14,947件と全件数

の約 75% という件数を占め，残りの 25% カL

!II 太平洋ライン
121日本i濁ライン
131 東海ライ ン
川瀬戸内ライ ン
15）九州 ライン

第 2図 まきを燃料とするものの火災危険帯
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使用の場合には大都市中心のものであり，最近

に至ってプロパンガスなどがでるにおよんで全

国的に普及しつつあるので，今後は相当広様相

が変わってくるのではなし、かと考えられるとこ

ろであるが，昭和 29年から昭和 36年までに

おし、ては，一応第4表に示すとおりである。こ
の表から 100件以上を計上しているところは，

北海道 ・東京 ・神奈川 ・新潟 ・静岡 ・愛知 ・京

都・大阪 ・兵庫 ・広島 ・山口 ・福岡県と，おお

むね商工業の中心をなすところが多く ，その他

の県は非常に少なくその普及の度合ならびに生

活様相がうかがわれるところであります。 8年

間の累計件数は7,167件で平均年間900件程度

を出しており ，年々確実にその火災件数が増加

しているものであります。

この危険帯を考えてみると 2つのラインが考

えられ，これを第4図により見ることができ
る。

約 20県で受けもっているという状態なのであ

ります。

2.3 炭を燃料とするもの

炭を燃料とするものには，しちりんコンロ・

火ばち・かし、ろ ・コタツ ・いろりおよび炉など

があるが，これは全国にわたって使用されてい

ることが第3表の件数から見てもわかり，とく

に北海道，東北などが平均して多くの件数を示

している。また，大都市を含んでいる都府県

にも非常に多いことがわかるのでありまして，

これも年間平均して 2,600件とい う大きな件数

を計上しているのであります。

これを5つの危険帯に分割すると第3図に示

すごとく，おおむねまきを燃料とするものと同

じようなラインとなるので，これに同じく c1) 
を太平洋ライン，（2）を日本海ライン，（3)

を東海ライン，（ 4）を瀬戸内ライン，（ 5）を

（（）東海ライン
12）瀬戸内ライン

山太平洋ライン
11l 日本渇うイン
13）東海ライン
14) i頼戸内ライン
15l九州ライン

移動可能のガス道具の火災危険帯

これから見て（ 1）の東海ラインと（ 2）の

瀬戸内ラインとの二つは，油を燃料とする移動

可能の道具の場合とまったく閉じよ うな状況で

あることがわかるのであります。ところで東海

ラインでは 3,298件と全件数 7,167件の 46%

をしめ，瀬戸内ラインでは 2,099件と 29.1%

を計上し，2・1の場合のパーセンテージと一致

してくることは，この 2つの道具がおおむね大，

中都市において使用されていることを物語るも

のであろう。

2・5 移動可能の電熱器

移動可能の電熱器には電気コンロ ・電気スト

第 4図

炭を燃料とするものの火災危険帯

九州ラインとすると，東海ライ ンが5,425件と

全件数 21,125件の 25.7% すなわち 1んを占め

ております。つぎは瀬戸内ラインの 4,340件と

20.6%，日本海ラインの 3,549件と 16.8%，太

平洋ラインの 2,992件と 14%，九州ラインの

1,660件と 7.9% を占め，これら 5ラインの計

17,966件は，全火災の 85%という，ほとんど

の火災がこの 5ラインから出ていると言っても

過言ではないほどなのであります。

2・4 移動可能のガス道具
移動可能のガス道具には，プfスコンロ ・ガス

ストープ ・ガスアイロン ・ガスカ、まど ・ガス レ

ンジなどがあって，これらは現在まで都市ガス

ηι 
凋
砧
曹

第 3図



ープ・電気火鉢・ 電気コタツ ・電気アイロン・

電気コテそして電気フトンなどがあるが，これ

らもおおむね年間 1,000～1,200件を計上して

かる主要な原因の 1つであって，この件数の状

況は第 5表に示すごとく，年々増加している

現状であります。これは電気業界で電気用品を

鐘や太鼓で売りはやしていることと，生活に非

常に多くの電気用品が取り入れられていること

から当然のこととは考えられるが，これは今後

もまだ上昇の気運にあると思うのであります。

この表から見れば8年聞を合計して 100件以

下の県が 22もあり，全体の半分をしめており

ます。 200件以上を出しているところは，いわ

ゆる商工業の中心地となっている大，中都市を

含んでいる県であって，これが1都， 1道， 2

府，7県であり，全体の 1/4を占めているので

あります。

II.太平洋ライン
2l 日本海ライン
Jl 東海うイン
4J I輔戸内ライン

第 5図 移動可能の電熱器の火災危険帯

これらの件数は全体で8年間に9,639件と，

約 1万件に近い数が出ており，これら件数の多

か県をチェック していくと第5図のとおりであ
って，（ 1 ）を太平洋ライン，（2）を日本海ラ

イン，（ 3）を東海ライン，（ 4）を瀬戸内ライ

ンに分割することができる。この場合，東海ラ

インでは， 4,236件と全件数の 44% を，瀬戸

内ラインは 2,426件と 25%，太平洋ラインは

930件と約 9.6%，日本海ライン 707件の 7.3

%と，この4ラインでの計8,299件は全件数の

~9% にあたっていることを見ても，いかに こ

のラインが危険地帯をなしているかがわかる。

とくに，東海ラインは約半数，瀬戸内ラインで

は 1/4という率を占めている。

3. 日本の太平洋ベルト地帯と

火災危険帯との関係

以上5つの原因よりなる火災件数を全国的に

調べてみたが，この結果から，東海ラインが，

まきを燃料とするもの以外は主位を占めてお

り，まさに日本の中心の危険地帯であると言え

る。また瀬戸内ラインも東海ラインについだ危

険地帯であり，おおむね日本全国は4ないし5

つの火災危険帯を構成していると考えられるの

であります。おそらく，他の原因による火災件

数もこの危険帯を構成していくのではなし、かと

思われる。

ところで，これは日本工業の太平洋ベルト地

帯と呼ばれていることと比較したときに，東海

ライン，瀬戸内ラインがこのベノレト地帯内にあ

ることからもうなずけるところであります。す

なわち，日本の工業は4大工業地帯での生産が

1930年にすでに全国の出来高の 57% をしめ，

最近では 60% に達しているのでありますが，

1957年ころから新しい工業地帯をつくる計画

が起こり， 4大工業地帯につながる海岸地帯に

新しい工業地帯ができ，京浜では千葉および駿

河湾工業地帯，中京では四日市工業地帯，阪神

では塀，播磨工業地帯などが発達してきており，

太平洋沿岸地帯に集中し，ベルトのように発達

する運命があり，これを太平洋ベルト地帯と呼

んでいるのでありますが，このベノレト地帯の第

6図に示すところと第1図から第5図までに示

すところを見ても，火災が商工業の発達にとも

第 6図 太平洋ベノレト地帯 (1963年版 ・朝日年鑑〉
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なって，その地怖を 1jJ心として附加していくこ

とが考えられるのであります。

4. むすび

_L,it.'.のような火災危険地借は今後も引き続い

てい くものと忠われ，それぞれの自治体内でこ

れらの 予防を推進していかなければならないこ

とは当然であるが，この危険帯から見ても，こ

れらのライン内のl’｜治体が，共同してこれが予

防につき研究をし，ライ ン内の火災減少をめざ

して力を合わせるこ とは，より以上の効果をも

たらすものではないかと考えるのであります。

いわゆる，広域予防行政を考えていくこと，

すなわちライン内の主要な都市が集まって，予

防対策を研究してライン内に流すとか，危険地

帯内で予防対策委員会のようなものを作って各

都市をまわり指導に当たるというような方法を

とるとか，火災が－自治体の内にとじこもらず

に全国的であるという観点から検討していくこ

とがたいせつであります。もしそれができない

場合でも，少なくとも県単位程度で，県内市町

村が一体となって特別予防対策班などを編成し

て研究し，市町村消防を指導していくことは，

マンネリズムになったあるいは自己満足をして

いるような自治体にとって，予防推進に大きな

プラスになると思うのであります。

ここにあげた5つの原因は，毎年，全火災の

約 30% を占めているのであって，その全国的

な分布ならびに危険帯がどのようであるかを調

べてみたので－ありますが，なんらかの参考にな

れば幸いであります。

(1(I-l; h'lt須1'l'.di消防本部消防課fl!Jil子長〉

fr fr {! 
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自動車交通の防災技術 2 

（自動車運転者のための事故防止法）

わたくしは学生時代からどうも夜型の人間ら

しい。何か勉強しようとすると，ラジオもテレ

ビも終わって家族のものも寝静まった真夜中に

ならないと，調子がでてこなし、。だから，どう

しても朝寝坊のくせが直らなし、。 したがって l~JJ

は新聞もろくに読めないで＇l:I-＼勤せざるを得ない

のである。

それなのに，いざ出動となると，忠実な足の

役目を果してくれる自動車については，そうで

はないのである。

まずエンジンをかける前に，ボンネットを聞

けてエンジンノレームをのぞく。ラジエータのふ

たをとって冷却水を確かめたり，オイルゲージ

を確かめる。スタータースイッチを入れる前見

にプレーキベタルを 2～3回踏んで調子を昨

る。夜までの調子が変わっていないかを確かめ

るのである。

ここまでこないと，わが出勤用のブルーパー

ドはいつまでも車庫を出て行かないのである。

わたくしの朝の日課が，このように対称的な両

極端を示すのを見て，妻は最初のうちは，遅刻

するの，おくれるのと文句ばかり付けていたが，

もう今でt土黙ってわたくしの自由にまかせて何

も言わなくなっている。ー一心の中ではずいぶ

ん変な人だ／ と，プツプツ言っていることであ

ろう 。こうしてわたくしはやっと研究所で朝の

新聞をチラッとーべつする。とたんに今日もま

た白動車事故の悲劇的な記事が重なり合って円

に入ってくる。誠に憂うつな瞬間である。先ほ

どまでJ土あわただしい交通の流れの中をハンド

ルを握ってきたので、あるが，快調なエンジン7S

はむしろ快い平等きでさえあったのに。

× × × 

交通事故というものは，いったいどうして起
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こるのであろうか？ 「安全運転」と盛んに呼び

かけているが安全運転とはどういうものであろ

うか？

わたくしの研究室の研究課題の 1つに “交通

事故原因の研究”というのがある。今日までに，

各分野の人々によって燦々な面から事故原因と

いうものを解明しようと努力が続けられてい

る。わたくしが行なっているアプローチの方法

は人間工学的分野からのものであるが，この手

法は自動車の操縦というものが Man-Machine

系のコント ロール技術の一部であるかぎり一面

の解析法である と信じている。

× × × 

I~ 動車交通における事故 と いうものは， 道路，

車両というものがあるが，その車両が運動状態

にあるという条件があってはじめて発生しうる

ものである。車両が運動姿勢にあるとL、う条件

を除外しては事故は考えられなし、。ゆえにまず

事故を考えて見るとき，車両の運動を決定する

部分である自動車の運転というものの本質はど

んなものであるかを考えて見る必要があるので

ある。

自動車の運転は運転者の知覚系から導入され

た情報量に基づいて行なわれる制御動作であっ

て，この情報のほとんどすべては，視覚を媒体

として導入されるものである。他の感覚系に依

存する部分はきわめてわずかな部位にすきなし、c、

だから車両の運転挙動の実際を観測すると，

つぎのようなことがわかるのである。すなわち， e

まず視覚によって導入された情報最に京ついて

最初の制御が行なわれる。つぎにこの最初のjj)lj

御の結果として現われた車両の運動姿勢を，さ

らに視覚情報によって情報量として捕捉し，こ

れを帰還 （フィ ードパック）して，再ひ♂運転J来，.



作の制御系に戻すとい うシステムの連続なので

ある。

そうしてまた，｜’Iifv1市の運転の特徴は，、他の

交通諸機関のように，制御操作の過程のι111::.,

指示計器やp＇（接 i~.IJ定日｜総，あるいは通信系機株

などによる情報の媒介を通しての；1)1J御系を千Iす

る性質のものとは本質的に呉なっている。しか

も自動車の行動の白山！立は，道路における車線

(Lane）内というきわめて限られた狭い範囲に

制限されている。したがって運転時におけるフ

ィードルパック制御系のレスポンスは，きわめて

高い性能で要求されねばならないのである。さ

らにもう 1つ，他の交通諸機関と異なる大きな

特徴は，制御に必要な情報のほとんどすべてを

視覚に依存すると同時に，きわめて接近した隣

接車両との相互間の情報交換の手段さえも視覚

にたよるばかりでこれ以外の方法がまったく存

在しない性質を持っているということである。

このために，互いに高速で運動しつつある車

両聞の意志伝達のコムニケーションすら持って

いないのである。つま り「おし」と「つんぽ」

同士、であるということである。

ゆえに自動車交通においては，情報に対する

知覚のわずかの遅れ，あるいは情報伝達の全過

程において，なんらかの欠陥が発生すると実に

危険な状態にほうり出されてしまうものである

ということを十分に知らねばならないのである。

ここに事故の根本的な原因が存在するという

ことが言えるのである。したがってこの立場か

ら考えるときに，はじめて事故防止の方法が生

れるであろうとする期待が持てるのである。

× × × 

しからば根本的な事故防止対策というものは

どうすればよいのであろうか。これはつぎのよ

うなものとなる。すなわち，

① 道路施設として，運転者に対しては積極

的に視覚情報の必要にして十分なる量を与えて

やること。

② 車両の運動する交通環境内において，情

報伝達経路を単純化し，またこの間に防容が発

生しないようにすること。

③ 運転者は，情報伝達経路一一ーすなわち視界

ー一ーが防害されている聞は，それに応じた判断

資料の範間内におゆる制御方法をとること。

①②はまさに交通における Engineeringで

あって，わたくしどもはいかにしてこれを確保

するかについて努力を続けている。

③はまさに Educationである。ただしこれは

決してムード調のものではなし、。明らかに自然

科学的なさ らに細かく言うならば工学的な基礎

に立つ教育の場である。この部分を運転する人

々は決しておろそかにしてはならなし、。まさに

運転する人たちの責任の範囲内にあるからであ

る。これらの①②③のいずれの部分を欠いても，

事故の発生要因は成立するであろう。

× x x 

交通事故はいつでもそれらの事故の形態的な

姿でとらえられることが多し、。したがって現象

的な分類法のみで交通事故の原因を発見しよう

としていると，事故の形態があまりに多岐にわ

たるため，ついにその本質的な事故発生の要因

を見失うことがある。今これらのものをつぎの

3種の誘因群に分類して考えると，運転者にと

っての事故防止技術なるものが明りように浮彫

りされてくるのである。

①「直接原因」群によるもの

②「間接原因」群によるもの

③「潜在原因」群によるもの

となる。

これらの原因群はさらに a）道路（道路環境〉

に関するもの， b）車両の運動（あるいは特性〉

に関係するもの。 c）運転者に関するものにそ

れぞれ分けて考えねばならない。

× × × 

直接原因

自動車交通における事故の直接原因とは，自’

動車そのものによる 1次元的な挙動そのものず

ばりが事故原因である場合がある。これはきわ

めて単純であって，これを防止で、きないような

運転者は運転の資絡はないといってよいであろi

う。近くわが国においても高速白動車専用道路

が開通しようとまで来ているとき，白己の司王の

走行速度を道路状況に合わせて走れないとし、う』
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に宅つてはあまりにも1背ないといってよいであ

ろう。

直接原因の最大のものの lつは車両速度であ

る。安全速度というものがしばしば論じられる

のであるが，ここてjったくしが言いたいのはむ

しろ安全速度と呼んだほうが適当かも知れない

ものである。すなわち車両走行上の力学上にお

いて決定されるところの安全限界速度である。

もしこの安定速度を超過するならば，いかなる

場合においても，いかなる緊急操作を行な うの

とも，危険は回避することのできない性質のも

である。これらはつぎのような場合に存在する

のであるが，事故統計の中にこのような単純事

故がL、かに大きな比率を含んでいるかを知ると，

わたくしどもがまだまだ自動車という動く機械

の使い方を知らなさすぎると考えざるを得ない

のである。

a) 曲線路通過に際しての安定限界速度

b） 制動停止距離限界速度

これらの値はおのおのの車両についておのおの

個有の特性を有しているのであるが，主として

運動力学的に決定される値である。

走行速度の危険限界は，横すべり係数を 0.10

程度に押えれば簡単な計算で求められるが，運

転者はそのような計算値では感じていない。た

だ頼りとするのは車両，人体に感ずる横方向の

加速度である。この値が大きくても 0.3～0.4g

程度に止まるよう ，身体の中の筋肉による抵抗

力として感知して，SlowIN, Quick OUTの

運転法則さえ知っていたらよいのである。

制動停止距出rnの問題については，反応時間

Reaction timeと制動時間 Blakingtimeとによ

って構成され，おのおのの構成時間内は車両は

それに応じた速度を有しているのであって，がと

して精神力では自動車は停止しないということ

であ。る反応時聞は平均値で 0.8sec必要とし，

'60 km/hよりの制動時聞は 2.5～3.3 secにお

よぶのである。この間における車両の前進距断

的では事故は完全に発生する。この中もっとも

問）~となるのは ， 路面の湿）／＼（j ll /j の場合であっ

て，この場合の路面タイヤ間のマサツ係数μの

献はきわめて低く なり，このために制動時間も
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延長される。制動時聞を短縮するための唯一の

方法は，車速を低下せしめるよりほかに方法が

ない。

一度雨が降ると，街路における事故は急激に

増加する。わたくしはいつでもどうして，すべり

やすい路面と，乾いた面とのおのおのに対処し

た走行方法をとらないのかと，いつでも思うの

である。

これらを無視した結果は，路外逸脱，転鐙，

衝突，追突という形で緩いられることは明らか

である。

つぎに重要なのは交通姿勢である。走行中に

おける車両姿勢の不良は，交通流中にあっては

まったく異質の挙動であって，交通現象を 1つ

の社会科学的現象として見るときには，完全に

犯罪的行為と見なさなければならない。

これを具体的に説明すれば，つぎのようなも

のである。

a） 一時停止の不履行

b〕信号無視（側方の黄信号での発進などは

決して行なってはならない）

c) 合図の遅れ

d） 右折，左折前における車線移行の不完全

e) 追越運動l時における引はなし距離の不足

自動車を運転していて，これらを身につけて

忠実に実行するというきわめて単純なルールを

たいていの人々は忘れているらしし、。それでは

事故に際して他人を責める権利など豪もないと

判定してよいであろう。

直接原因の中に運転者の側にその原因要素を

有するものがある。これは運転者における知覚

の遅れである。先にも述べたよ うに，自動車の

運転がまったく視覚系による情報量によって操

作されているかぎり，視覚系の知覚情報のわず

かの遅れが事故の要因となるのである。この限

界値を；1i1Jった場合には，車両の運動特性は決し

てこれを補って事故を防止してはくれない。

ハンドノレを振るかぎりti－くはなれないのであ

る。

しからば絶対的な知立の遅れは，どんな場合

に発生するのであろうか。これを分けると 2つ

の場合が存在する。



a) 正常状態における知覚の遅れ

この場合はまたさらに 2つあって，1つは注

意力集中の努力を怠った場合であり ，もう 1つ

は，必要な範囲への視点をはずして， わき見を

続けた場合である。

運転者が “ついうっかり して（？〉”この種の

知覚遅れから事故を起こした場合の統計がし、か

に多いことか。

b) 異状状態時における知覚の遅れ

この場合の代表的なものは，疲労による居眠

り現象である。自動車の運転時には，それほど

高い筋肉作業は必要と しなし、。このために連続

作業後における単調な振動， 音響などがかえっ

て生理的に睡眠を誘いがちとなるのである。車

両の秒速を計算すると，数時間の居眠りによる

知覚遅れといえども，危険は避けられない。

ゆえにいついかなる場所においても， 疲労・の

ための睡眠要求が感ぜられた場合には，運転を

停止して少時の休養をとるか，あるいは直ちに

運転者の交代を要求すべきものなのである。

居眠り事故。これはまさに運転者の責任であ

り，これほど明らかに事故を防止し うる解答の

あるものはなL、。しかしこの種の重大事故が跡

を絶たないのは，運転者の運転に対する態度の

甘さからであろうと考えられる。一一一労務管理

の問題は別として。

つぎに存在するものは飲酒による知覚の遅れ

現象である。この要因による危険は，主観的な

運転者自身の判断では決まらない性質のもので

あるのに 「俺はこの程度では大じようぶだ」と

考えている人たちがし、かに多いことか。自分の

知覚まひは本人の感覚では発見しがたいもので

あっても，これを客観的に測定すれば，純粋生

理学的現象として，知覚の遅れが発生している

ことが知られるのである。

飲酒後 30～90分時には，運転操作上に必要

な知覚反応の能力および速度の低下を示し，こ

れによる交通災害は，社会生活が広域活動に展

開するにしたがって，そのひん度を増加しつつ

あるのである。

飲酒事にあっては，その程度によっては部分

的に身体運動機能の活発化する時期が存在し，

しかもこれが粗暴とい う形をとって刻われ，l守

動車運転に必要とする敏速にして，精細な制御

fji§)Jを要求する場において，必要なる制御l立を

制御することがィ、能となってくる。これに加え

て，飲酒時の機会はその多くはタ ・夜間に求め

られやすく，この｜時間制約は，視界の不良化時戸

期と一致するため，きわめて不安定な結果をも

たらして，いっそう事故と筒結しやすい状況に

近接するのである。

道路交通法第65条で 「酒気帯び運転の禁止j

を世界に先がけて尖施したのはこの理由による

ものである。これの本質的な意義を見失わない

ようにしたいものである。

間接原因

交通事故の原因となるもののうち，間接原因

と考えられるものがきわめて多様の形をとって

現われる。間接原因とは，運動する車両と道路

環境と運転者との聞において，有機的なつなが

りを持って，因果関係を形づくるものであるか

らである。

したがってJ間接原因のあるものは，直接原

因に直ちに移行する誘因となるものもあり，ま

たあるものはつぎに述べる潜在原因による結果

として導入されて現われて くる性質を持ってい

る。しかも間接原因というものは，単独的に現

LUするものではなく，並列的多元 1次的なもの

から，直列的系列を持つ1元高次的要因までが，

共存する場合が少なくなし、。さらにこの種の原

因の特徴として，これらの要因群は事故発生条

件として，必要にして十分なる数量にまで達す

る必要があって，もしも，ここまで達しない場合

には，事故現象発生の形態をとるこ となく消滅

してしまう性質をもつものである。ゆえに交通

事故原因の調査，研究に際しては，間接原因を立

証する場合，事故発生に先行する各面よりの条

件を，残すところなく集積しなければならない

のである。ゆえに時折，間接原因を見失って，

ただ運転者のみの直接原因に帰してしまう失敗

を演じていることが多い。それだけまた一面に

おし、て， 運転者側においても，真の事故原因を

知ることなしに，自動車運転は，こんなものだ
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と単純に考えている人が多いからである。

道路環境に基づく間接原因 （視界〉

間接原因として考えられるもののうち，道路

環境に基づくものは主として悦舛に闘するもの

である。すなわち様々な有機的環境が視覚によ

る情報伝達経路を防害するからである。視界が

不良状態に移行する原因は，天候状況，物理的

条件，生理的視力によるものである。

a) 視野の障害 ！こ｜動車の運転H与において

視野の障害が発生すると，時として事故発生に

連結するのである。これは，直接原因の要素で

ある知覚の返れが，他動的に強制lされた結栄と

見なされるのである。

悦野の障害は，ある時は車両構造からくる静

的なものと，交通流現象中に発生しては消滅し，

また発生しては消滅するという形をとる動的な

ものとがある。

静的なものは，車両設計の上で改良が計られ

てはいるが，完全には除くことのできない宿命

i的な限界がある。この限界は，運転おーは1'1らの

次官識 ・訓練などによって補わねばならぬことを

覚悟すべき性質のものである。

しかし一方における動的な視野の障害は，連

ゆiミ者の予測をはるかに越えた時点において発生

するのである。微少なl時間とはいえ，視野が障

害を受けるという ことは，この間は完全に視覚

による情報量がOとなる瞬間である。しかもな

おこの時間中も車両は妨害を受ける直前の速度

を持続したままの，また方向を維持したままの

運動を継続するのである。

このことは直ちに，視野の妨害という間篠原

図が，車両速度不良，知覚のおくれというio：接
原因の誘因となるのである。これらのいくつか

を例示してみよう。これらに遭遇した時にとる

べき運転者の技術こそ， 事故防止の子段なので

ある。

① 駐車車両による視野の防省

② バス停付近における，パスの停車または

徐行時の視野の防害

③ 並列進行時における速度差ある事前jによ

るもの，あるいは対向車による悦野の｜幼害
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④ 大型車両，容積大なる積載荷物など

⑤ 建造物，垣，樹木，広告物（板）など

⑥ 道路の起伏状態（丘陵地帯，橋など）

b） 視野の縮少 視界の縮少は主として自

動車自体の側において発生することが多L、。こ

の代表的な事例は，降雨時，あるいは降雨時に

おける場合であって，前面窓はワイパー（窓拭

機）によって拭われた範囲内に限定されてしま

う。また側面の窓も，後方の窓も視覚による情

報収集の経過をとざしてしまう。

あるいはまた，冬期における車室内の水蒸気

は露点となって窓の機能を停止してしまう結果

となる。注意深い運転者は冬季においても運転

席側方の窓を幾分開いて，窓、ガラスの去り現象

を発生せしめないように努めている。

前面窓につり下げているマスコット人形など

もよく見かけるものである。その不規則なる動

揺は，ある瞬間において，視野の縮少をもたら

すであろう。後方窓におけるスクリーン，日除

け7なども，心あるドライパーは事故防！｜二の最大

日的のためにはあえて用いなし、。ここまで運転

l侍の細心の配慮が徹するとき，運転者は事故発

生閤よりの離脱が完成されるのである。

c） 視界の減少 天候状態，および夜間，

特に薄暮時は視界の減少を抑くものとなる。降

雨時，降雪時は悦野の縮少とともに外界におけ

る視界も減少せしめる間接原因である。霧，お

よび都会地に発生するスモッグによる視界の減

少はきわめて大きい影響を与えるものである。

これらによる視界の減少は，視覚による知覚

の距離的範囲を極度に縮少するため，平常の速

度を維持することがきわめて困難となる。もし

この時に，路面が湿潤，あるいは凍結などの条

件を伴う場合には，車両速度は，全制動距隊と

合わせて考慮、して決定するだけの配慮を持つべ

きものなのである。

さらに砂じんによる視界の減少がある。これ

には強風によるものもあるが，特に注意すべき

は，前方走行車両による砂じんの巻き上げによ

るものである。運転古は前車の巻き上げる砂じ

んを嫌って，これを避けることのみにあせって，

減少せしめられたる，あるいは時にまったく



妨害されたる視界の下で，追越挙動を開始する

傾向を持っている。これによる衝突事故，ある

も、は路側における歩行者，自転車などとの接触

事故を生じている。

d） 幻惑 幻惑は夜間における自動車走行

時において，運転者の視力に重大なる影響を与

えるところの外的条件の代表的なものである。

運転者が比較的暗い道路を長時間連続して走行

している場合に発生したとき特に著しい影響を

与えるのである。この場合には生理的に舷惑回

復に要する時聞が長びくからであるO

舷惑現象は，他の視野の防害現象と逃う l~は，

一度これが発生した瞬間に，運転占はlf"iちに一

切の悦覚そのものを失ってしまうところにある。

したがって，その回復期に至るまでの数秒、の時

間内は，完全に盲目運転状態に追いこまれてし

まうのである。もし，ブレーキ要求，あるいは

ハンドル要求を必要とする条件が，車問の進路

上に存在したとしたら， これは， 舷惑前市jまで

の情報量による記憶機能によって， 予測判断挙

動以外に処置の仕様がなL、。 このためには減速

操作，あるいは徐行走行時には一時停止のみが

唯一の事故防止の方法である。したがって夜間

走行時において対向車と出合った場合には，滅

光，ライトの下向きはドライパーとしての絶対

のエチケットなのである。

交通量の多い幹線路の夜間走行時には，l法感

誘発の外的条件はきわめて多〈発生する。した

がって夜間における路上の駐車，停車および横

断中の歩行者などは， ドライパーにとっては特

に注危、しなければならない対象となるのである。

このために都市内の街路における事故防止方

策として路上照明の問題が近時ょ うやくクロー

スアップして来ている現状である。

e） 路面摩擦係数の急変 道路環境に基づ

く間接原因の中，視界以外のものとして，路面

の摩擦係数の問題がある。 路面が乾燥している

場合は，その表面の性質によ って一応ほぼ一定

の偵を有じている。たとえばコ ンクリート ，組

粒アスフアルト舗装路においては 0.7～0.85, 

非舗装砂利道においては 0.55～0.65程度の他

を示すものであるが，一度これらの路面が雨の

ために濡れたよ うな場合には，摩擦係数の値は

急激に低下しすべりやすい道と変化してしまう。

積雪時あるいは凍結附のことを想像していただ

けばよいのである。 このH寺には μ の値は 0.2

戴たは以下にまで達するのである。

このように路面の摩擦係数が低下することは

運転者にとって十分に気を付けるべき要素をは

らむものであって，走行速度に安全率をかけて

操作しなければならなし、。乾いた道路でーは可能

であったことが， このときには不可能になるか

らである。都市などで一度雨が｜怒ると事故の発

生率が急激に憎大することは，このためなのでー

ある。

f) 曲線路における横断こう配 道路の表

面性が良好であるにもかかわらず，特に曲線路

において，その横断こう配に逆こう配が存在す

るときは，運転者は単に道路の線型あるいは路

面の性質のみの情報量だけにたよってはいられ

ないのである。運転者がこの逆こう配の情報を

無視して，過大な車速をもってこの曲線路に進

入すると，突然予期以上の横方向加速度を発生

せしめて，路外逸脱，あるいは転覆という事態

を引おこしてしまうのである。時には左施回時

には対向車との正面衝突が避けられない事態に

達する。この種の事故は，運転者にとっては，

逆こ う配に乗ってから気がつくことが多いもの

で，速かにこの危険事態から脱出しようとして，

最大の努力を払うにもかかわらず，車の運動特

性が，どうにもならず事故にまで引ずり込まれ

てしまう性質のものである。事故は「運転未

熟」という一語で片ずけられてしまう傾向があ

る。

特に道路幅員に比較的余裕があり，外w視野
が聞けている場合には，路面の横断逆こ う配は

きわめて普遍的に事故につながりやすいものと

なる。

特に路面がjfjに濡れたような場合に ！。

さらに事，，rijに基づく 間接原悶，運転者に基づ

く間接原因が存在する。これらはつぎの機会に

潜在原因とと もに述べることにしよ う。

- 51ー



小さな防火運動 ～ あきす君のサーヒス
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駒内｜？器 宮坂公敏

高層建物の防火指針

近時わが国の諸都市には高層建築.（｝＇（；の発展が目立ち，昔の低層な木造市街地にくらべると，不燃都

市が育成されつつあるわけで，誠に喜ばしいことである。

しかし耐火建築物でも火災の危険が常につきまとうものでありますので，当協会では高層ビル （主

としてオフィスを対象とする〉の防火の要領をまとめましたので，購入の方は当誌発行所にお申し込

み下さし、。一郎50円で送料は不要です。
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火災防止lニ・

理研のガス漏れ測定警報器〈新発売〉

- GP-202型
電源 単 l号乾’屯池（ UM-1) 
寸法 !4UXl60X80mm 

量量 I.日Kg（電池共）
目盛 65X75nm1角型メーター

に等分目盛をし．安全、
iLll'：，爆発的色分けを！て
あリます。

讐報精度 普報誌＇.£ .凸..U.6%に
Hし士 0.1% 
(L Pガスの時）

測定精度 71レスケールの±3%
測定回数 .1p. I号車，.，丘池2コ(illiJ

山JIJの方）で200凶か
り300凶町北111；主が出
米ます。

-

米カタログ進呈

zゅん淑墨
A.B.C総てに適す

強化液消火器
・零下25度まで不凍

－特許3段切替ノズル付

．無害で物をいためない

・5古かえがいらない

・維l.¥＇管理が簡単

．最も経済的なもの

．能力単位が大きい

日進工業株式会社
東京都千代田区神凹松永町 I8 東京（251)3059・3703・7598

l. カスii!!／企をブザfーで
知 らせ、 Xメ ー ター
でも 指示する。

2. 可燃性ガス なら、ど
んなガスでも測定で

きる。
3. 取抜lま簡単。小笠経

t立でそのJ・.メー ター
が見払い。

4. f直段が安い。
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界世カクマの

｜理問株式会社ト
東京郡板橋区小豆沢 2
TEL東京 966 1236代 ｝

一躍進するヤマトー

司！＇？ I’調史書株式会抵
（旧 日本商会製作所）

本社・工海大阪市東成区ili江中l的13 -.i,:話（971)3291（代）

東京証主所 東京都4住区芝白金古田12の67 電話（442)6256（代）

出張所小金 ・lf,i[(・仙台・北尚道・名古屋 ・広島・ 釧路
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